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開
会
に
当
た
り
、
市
政
運
営
の
考

え
方
の
一
端
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
国
の
　
年
度
予
算
案
は
、
現
在
国

23

会
で
審
議
中
で
す
が
、
昨
年
の
３
月

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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国
の
財
政
運
営
と
野
田
市
の

予
算
編
成
の
考
え
方
　
　
　

 東北地方太平洋沖地震に際して

　３月11日午後２時46分に発生した「東北地方太
平洋沖地震」は、マグニチュード９．０という国内で
の観測史上最大の地震となり、東北と関東を中心に
各地で未曾有の被害をもたらしました。
　被災されました皆様には、心よりお見舞申し上げ
ます。
　野田市でも「震度５強」の強い揺れとなり、市で
は市民の皆様の安全を最優先するため、被災当日は
地震発生直後の午後３時に市役所に｢野田市災害対
策本部」を立ち上げ、すぐさま情報収集にあたって、
被害状況の正確な把握を行うとともに、応急的措置
としてブルーシートの配布、り災証明書の発行をは
じめ、ホームページでも随時、被害状況や公共施設
の運営状況などのお知らせや、被災者の一時的な受
け入れなども行ってきました。
　市内では甚大な被害はなかったものの、残念なが
ら一人の尊い人命が失われたほか、負傷された方、
建物の一部損傷など被害はライフラインにも及び、
市民生活にも大きな影響がでました。
　また、東京電力㈱の「計画停電」では停電した地
区があり、ご迷惑をおかけいたしました。
　震災から半月余り、皆様には何かとご不便をおか
けしておりますが、市では一部壊れた道路や公共施
設など、復旧に向けて予備費で早急に対応しており
ます。さらに、必要ならば補正予算をお願いして復
旧対策を進めてまいります。

 　　     野田市長  根本　崇
　
平
成
　
年
第
１
回
定
例
市
議
会
で
、根
本
市
長
は
２
月
　

23

28

日
、求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
春
風
館
道
場
の
弓

道
場
開
設
、次
期
総
合
計
画
策
定
、待
機
児
童
解
消
に
向
け
た

保
育
所
整
備
な
ど
を
含
む
　
年
度
予
算
案
等
を
報
告
し
ま
し

23

た
。本
号
で
は
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。ま
た
、３
月
　11

日
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
影
響
で
、会
期
を
３
月
　
日
28

ま
で
延
長
す
る
こ
と
を
　
日
の
本
会
議
で
決
定
し
ま
し
た
。

15

議
会
で
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
大
変

難
し
い
編
成
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
債
費
を
除
く
政
策
経
費
を
　
兆
71

円
以
下
、
新
規
国
債
発
行
額
を
　
兆
44

円
以
下
に
抑
え
る
目
標
は
ぎ
り
ぎ

り
達
成
し
た
も
の
の
、事
業
仕
分
け

で
期
待
し
た
ほ
ど
の
財
源
が
生
み

出
せ
ず
、相
変
わ
ら
ず
の
埋
蔵
金
頼

み
で
何
と
か
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、当
初
計
画
し
た
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
は
予
定
ど
お
り
実
現
で
き

ず
、来
年
度
以
降
の
修
正
が
政
府
か

ら
言
い
出
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
今
後
の
政
治
情
勢
に
よ
っ
て
は
、

予
算
と
予
算
関
連
法
案
の
成
立
も

危
ぶ
ま
れ
る
状
況
で
、
来
年
度
の

予
算
編
成
は
、
本
年
よ
り
も
困
難

な
も
の
と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
早
急
に
国
と
し
て
の
将
来
の
財

源
を
含
め
た
財
政
の
在
り
方
の
議

※
今
号
の
市
報
は
、東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
影
響
で
紙
の
入
手

　
が
困
難
な
た
め
、こ
れ
ま
で
と
異
な
る
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す



許

と
な
っ
た
交
付
税
な
ど
も
国
・
県
支

出
金
の
裏
負
担
分
な
ど
の
義
務
的
経

費
が
多
く
、
総
じ
て
必
要
な
一
般
財

源
の
確
保
が
難
し
い
状
況
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
非
常
に
厳
し
い
財
政

状
況
で
し
た
が
、
た
ま
た
ま
昨
年
　10

月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
円
高
・
デ
フ
レ

対
応
の
た
め
の
緊
急
総
合
経
済
対
策

で
　
月
に
５
兆
円
規
模
の
補
正
予
算

11
が
成
立
し
、
地
方
支
援
の
た
め
の
財

政
措
置
と
し
て
国
税
収
入
の
上
ブ
レ

に
伴
う
地
方
交
付
税
の
増
、さ
ら
に
地

域
活
性
化
交
付
金
な
ど
が
計
上
さ
れ
、

野
田
市
に
は
交
付
税
と
し
て
約
１
億

２
千
　
万
円
、交
付
金
な
ど
と
し
て
約

800

８
千
　
万
円
が
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

400

　
交
付
税
は
財
調
基
金
の
増
強
に
使

い
ま
す
が
、
交
付
金
は
事
業
を
実
施

す
る
場
合
の
裏
財
源
に
起
債
が
認
め

ら
れ
、
さ
ら
に
元
利
償
還
金
が
交
付

税
措
置
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
実
施
計

画
に
位
置
付
け
ら
れ
る
な
ど
早
晩
実

施
す
る
ハ
ー
ド
事
業
を
中
心
に
一
般

財
源
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
事
業

を
選
択
し
て
３
月
補
正
予
算
に
計
上

し
、
　
年
度
予
算
と
一
体
で
予
算
編

23

成
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、

行
政
改
革
を
推
進
し
無
駄
を
省
き
、

市
独
自
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

を
守
っ
て
返
済
す
べ
き
借
金
の
額
を

増
や
さ
ず
に
住
民
要
望
に
い
か
に
応

え
る
か
を
重
点
に
編
成
し
て
い
ま
す
。

◆
総
合
計
画
の
策
定
　
現
在
の
計
画

期
間
が
　
年
度
ま
で
で
あ
る
こ
と
か

27

ら
、
新
年
度
か
ら
次
期
計
画
の
策
定

作
業
に
向
け
て
市
民
の
声
を
集
約
す

る
作
業
を
開
始
し
ま
す
。

　
現
計
画
の
最
大
の
特
徴
は
、
ま
ち

づ
く
り
市
民
　
人
委
員
会
、地
区
別
・

100

各
界
別
懇
談
会
な
ど
、徹
底
し
た
市
民

参
加
の
も
と
に
策
定
し
た
こ
と
で
す
。

次
期
総
合
計
画
も
こ
れ
ま
で
よ
り
も

幅
広
く
市
民
参
加
を
お
願
い
し
、
市

民
意
見
を
ベ
ー
ス
に
計
画
を
ま
と
め

上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、ま
ず
、庁

内
作
業
と
し
て
現
計
画
の
進
捗
状
況

を
整
理
し
な
が
ら
、
本
年
夏
頃
に
総

合
計
画
審
議
会
の
委
員
を
公
募
し
、

秋
に
は
次
期
計
画
の
策
定
作
業
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
い
考
え
で
す
。

　
ま
た
、
前
回
は
、
総
合
計
画
審
議

会
を
立
ち
上
げ
る
前
に
市
民
　
人
委

100

員
会
に
よ
る
市
民
意
見
を
求
め
ま
し

た
が
、
市
政
全
般
を
　
人
委
員
会
委

100

員
全
員
で
議
論
す
る
こ
と
が
非
効
率

と
い
う
こ
と
か
ら
結
局
は
分
野
別
の

検
討
と
な
っ
た
と
い
う
反
省
点
を
踏

ま
え
て
、最
初
か
ら「
分
野
別
の
検
討

組
織
」を
立
ち
上
げ
て
、各
分
野
別
に
、

幾
つ
か
の
検
討
テ
ー
マ
を
設
け
て
、

意
見
を
頂
き
提
言
と
し
て
集
約
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
第
１
回
総
合
計
画
審
議
会
で
検
討

し
て
い
た
だ
く
分
野
や
テ
ー
マ
な
ど

を
決
め
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
年
末

に
第
１
回
分
野
別
の
検
討
組
織
の
会

議
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
分
野
別
の
検
討
組
織
の
委

員
は
全
て
公
募
予
定
で
、
審
議
会
で

検
討
分
野
を
決
定
し
た
後
に
募
集
し

た
い
と
考
え
、
必
要
な
経
費
は
　
年
23

度
当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
　
年
度
に
は
、
提
言
に
基
づ
き
タ

24
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
各
界
別
懇
談

会
を
実
施
し
、
市
民
か
ら
の
意
見
を

基
に
、
審
議
会
で
計
画
の
骨
格
案
を

作
成
し
て
い
た
だ
き
、　
年
度
に
は
、

25

骨
格
案
が
ま
と
ま
っ
た
時
点
で
、
１

回
目
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続

を
実
施
し
、
審
議
会
で
基
本
構
想
と

基
本
計
画
の
素
案
を
作
成
し
ま
す
。

　
　
年
度
に
は
、
素
案
に
対
す
る
パ

26
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
を
行
い
、

論
を
行
う
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
国
に
対
す
る
要
望
は
別
に
し
て
、

野
田
市
の
　
年
度
予
算
を
申
し
上
げ

23

る
と
一
般
会
計
の
総
額
は
　
億
１
千

471

　
万
円
、
前
年
度
と
比
し
て
　
億
５

700

26

千
　
万
円
、
６
・
0
パ
ー
セ
ン
ト
の

100
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
は
市
税
の
落
ち
込
み
が
大
き

く
約
４
億
７
千
万
円
の
減
で
す
が
、地

方
交
付
税
が
　
億
７
千
万
円
、国
・
県

10

支
出
金
が
　
億
３
千
万
円
の
増
と
大
き

17

く
伸
び
、増
額
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
歳
出
は
、
増
額
と
な
っ
た
国
・
県

支
出
金
の
多
く
の
部
分
が
生
活
保
護

費
、
障
が
い
者
施
設
支
援
給
付
費
、

地
域
密
着
型
介
護
基
盤
施
設
整
備

費
、
保
育
所
整
備
費
、
子
ど
も
手
当

な
ど
の
財
源
で
、
民
生
費
が
　
億
８

23

千
万
円
の
増
と
な
り
、
ま
た
、
増
額

被災地に義援金を
　３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震は、各地に
甚大な被害を与え、今なお多くの方々が避難所生活を余
儀なくされています。
　市では、被災地支援のため、日本赤十字社を通じた
「東北関東大震災義援金」の受付をしています（取扱期
間は９月３０日まで）。
■市の窓口での受付（土・日・祝日を除く）
【時間】８時３０分から１７時１５分まで
【場所】社会福祉課（市役所１階１３番窓口）、関宿支所、
　　　　南・北・中央出張所
　※募金箱も各窓口（市役所は総合案内）に設置しますが、領収書
　　が必要な方は、募金箱には入れず窓口に直接お越しください

■郵便局での振込
【受付方法】郵便振替
　　口座番号　「00140-8-507」
　　口座名義　　日本赤十字社　東北関東大震災義援金
　○振替用紙の通信欄に「氏名、住所、電話番号」を明記し、
　　窓口でお受け取りいただいた半券（受領証）は大切に
　　保管してください
　○郵便局窓口での取扱の場合、振替手数料は無料です

接
種
を
控
え
て
い
た
だ
い
て
い
る

状
況
で
す
。

　
今
後
、
国
か
ら
情
報
が
入
り
次

第
、
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７

１
２
５
 
１
１
８
８

－

　
小
児
用
肺
炎
球
菌
と
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
を
含
む
同
時
接
種
の
死
亡
例

が
国
か
ら
報
告
さ
れ
、現
在
、接
種

を
一
時
的
に
見
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
宮
 頸
 が
ん
ワ
ク
チ
ン

け
い

が
全
国
的
に
不
足
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
市
で
も
当
分
の
間
、
新
規

 小
児
用
肺
炎

球
菌 ・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

　
　
       接
種
を
一
時
見
合
わ
せ



（
４
面
に
つ
づ
く
）

ー
カ
ド
ー
跡
地
）は
、本
年
度
末
ま
で

に
土
地
引
き
渡
し
と
代
金
決
済
を
行

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
の

な
る
べ
く
早
い
時
期
の
商
業
立
地
を

促
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
買
物
弱
者
対
策
　
　
月
末
か
ら
　

11

12

月
に
、　
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
世
帯

70

２
千
世
帯
を
無
作
為
抽
出
し
て
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
　
人
か
ら
回
答
が
あ

992

り
、買
物
に
何
ら
か
の
不
便
を
感
じ
て

い
る
と
回
答
し
た
方
が
約
５
割
で
し
た
。

　
ま
た
、買
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、

配
食
、宅
配
、買
物
品
配
達
サ
ー
ビ
ス

を
、「
条
件
が
合
え
ば
利
用
し
た
い
」と

回
答
し
た
方
が
約
２
割
、特
に
、移
動

販
売
サ
ー
ビ
ス
は
、「
歩
い
て
５
分
以

内
若
し
く
は
　
分
以
内
な
ら
利
用
し
た

10

い
」「
距
離
に
関
係
な
く
利
用
し
た
い
」

と
回
答
し
た
方
が
３
割
強
い
ま
し
た
。

　
地
域
別
に
見
る
と
、
買
物
に
何
ら

か
の
不
便
を
感
じ
て
い
る
と
回
答
し

た
方
の
割
合
が
多
い
地
域
は
、中
央
、

川
間
、
福
田
地
区
、
関
宿
地
域
で
し

た
。
配
食
、
宅
配
、
買
物
品
配
達
サ

ー
ビ
ス
を
、「
条
件
が
合
え
ば
利
用
し

た
い
」と
回
答
し
た
方
の
割
合
が
多
い

地
域
は
、
中
央
、
北
部
地
区
、
関
宿

地
域
で
、
移
動
販
売
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
い
と
回
答
し
た
方
の
割
合
が

　
　
年
度
予
算
に
は「
買
物
支
援
推

23
進
店
」周
知
の
予
算
の
み
計
上
し
て
い

ま
す
が
、具
体
的
な
買
物
弱
者
対
策
の

実
施
に
向
け
、関
係
団
体
な
ど
と
の
協

議
・
調
整
を
踏
ま
え
、必
要
な
補
正
予

算
措
置
を
講
じ
て
い
き
た
い
考
え
で
す
。

　
中
心
市
街
地
は
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

堂
と
の
代
金
決
済
が
済
む
こ
と
か
ら
、

２
月
か
ら
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
株
式
会
社

に
対
し
二
工
場
跡
地
の
購
入
の
話
し

合
い
に
入
り
ま
し
た
。
商
業
活
性
化

施
設
と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整

備
に
向
け
て
、
本
格
的
な
作
業
を
開

始
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
愛
宕
駅
周
辺
地
区
の
市
街
地
整
備

　
東
地
区
の
排
水
路（
通
称“
大
ド
ブ
”）

は
、本
年
度
約
　
メ
ー
ト
ル
の
ボ
ッ
ク

30

ス
カ
ル
バ
ー
ト
敷
設
を
３
月
中
に
完
了

予
定
で
、来
年
度
は
暫
定
東
口
駅
前
広

場
敷
地
内
の
水
路
改
修
の
実
施
設
計
と

と
も
に
引
き
続
き
工
事
予
定
で
す
。

　
ま
た
、現
在
改
修
し
て
い
る
排
水
路

上
部
を
幅
員
　
メ
ー
ト
ル（
一
部
区
間

14

　
メ
ー
ト
ル
）の
地
区
内
幹
線
道
路
と

11し
て
東
口
駅
前
広
場
へ
の
接
続
は
、来

年
度
か
ら
清
水
公
園
駅
東
地
区
側
か

ら
計
画
的
に
実
施
し
、　
年
度
か
ら

24

駅
前
線
の
工
事
に
着
手
し
、駅
前
広
場

は
連
立
事
業
の
進
捗
に
併
せ
、暫
定
的

で
す
が
　
年
度
に
整
備
予
定
で
す
。

25

　
西
駅
前
線（
幅
員
　
メ
ー
ト
ル
）

20

は
、
既
存
道
路
を
残
し
北
側
部
分
の

道
路
改
良
工
事
を
実
施
し
、
既
存
道

路
部
分
も
来
年
度
に
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、西
駅
前
線
と
北
側
の
市
道
を

現
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
る
　
年
度

27

に
審
議
会
で
答
申
を
頂
き
、
基
本
構

想
の
議
決
を
経
て
、
次
期
計
画
を
策

定
し
て
い
き
た
い
考
え
で
す
。

　
続
い
て
先
の
市
長
選
挙
で
公
約
し

た
　
の
政
策
の
柱
に
沿
っ
て
　
月
議

10

12

会
以
降
の
状
況
と
来
年
度
重
点
的
に

実
施
す
る
事
業
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
永
年
の
懸
案
で
し
た
、
市
土
地
開

発
公
社
が
取
得
し
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂

と
売
買
契
約
を
結
ん
で
い
た
愛
宕
駅

西
口
の
旧
安
楽
ビ
ル
用
地（
イ
ト
ー
ヨ

距

多
い
地
域
は
、
中
央
、
福
田
地
区
、

関
宿
地
域
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、昨
年
末
に
周

知
し
た「
買
物
支
援
推
進
店
」が
実

施
す
る
買
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
拡

充
や
改
善
な
ど
を
図
る
と
と
も
に
、

特
に
、
生
協
の
店
舗
閉
店
計
画
の

あ
る
中
心
市
街
地
と
周
辺
や
、ま
と

ま
っ
た
住
宅
地
が
あ
る
地
域
な
ど

を
対
象
に
、
中
心
市
街
地
で
の
商

業
施
設
整
備
と
、周
辺
部
で
の
移
動

販
売
事
業
の
実
施
な
ど
、
具
体
的

な
買
物
弱
者
対
策
事
業
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
場
所
は
道
場
の
北
側
で
、
か
つ
て

　
昨
年
６
月
に
開
場
し
た
春
風
館
道

場
に
、
４
月
１
日
か
ら
新
た
に
弓
道

１時間につき
区分

左欄以外市内の者

１２０円８０円１面

１８０円１２０円２面

２４０円１６０円３面
※中学生以下は上記料金の半額

■■利用料金（面利用料金（面貸貸し）し）

弓
道
場
が
あ
っ
た
場
所
で
す
。

　
利
用
時
間
は
、
９
時
か
ら
　
時
ま

21

で（
年
末
年
始
を
除
く
）で
、
料
金
は

表
の
と
お
り
で
す
。

　
予
約
は
、
使
用
す
る
日
の
２
か
月

前
か
ら
３
日
前
ま
で
の
　
時
か
ら
　

13

17

時
ま
で
に
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く

春
風
館
道

春
風
館
道
場場
にに

弓
道

　
弓
道
場場
がが
新
た
新
た
にに
オ
ー
プ

オ
ー
プ
ンン

■■春風館道場案内春風館道場案内図図

野田３７６－１所在地

年末年始を除く毎日開場日

９時～２１時開場時間

郷土博物館・市民会館
と共有駐車場

７１２５－１２１２電話番号

だ
さ
い
。

※
４
月
１
日
金
　13

時
か
ら
先
着
順
で

受
付
し
ま
す

【
申
込
み
と
問
合

せ
】
春
風
館
道
場

☎
７
１
２
５
 
１

２
１
２

－

中
心
市
街
地
の
再
活
性
化
と

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現

愛宕駅西口のイトーヨーカドー跡地



鋸

で
千
　
ト
ン
で
、春
先
の
堆
肥
の
需
要

660

期
に
も
対
応
で
き
る
生
産
量
で
す
。

　
ま
た
、今
後
、更
に「
資
源
循
環
型

農
業
」と「
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
」を

推
進
す
る
た
め
に
、
市
内
で
少
な
か

ら
ず
見
受
け
ら
れ
煙
害
の
問
題
も
起

こ
し
て
い
る
焼
却
処
分
さ
れ
る
稲
わ

ら
を
収
集
し
堆
肥
化
し
て
、
農
地
に

還
元
す
る
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
、

稲
わ
ら
収
集
や
堆
肥
の
生
産
過
程
、

生
産
可
能
量
の
検
証
と
成
分
分
析
な

ど
の
稲
わ
ら
の
堆
肥
化
試
行
経
費
を
、

当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

◆
玄
米
黒
酢
農
法
の
特
別
栽
培
米
　

昨
年
　
月
か
ら
学
校
給
食
で
使
用
し
、

10

２
月
か
ら
は
農
薬
の
使
用
量
を
大
き

く
減
ら
し
、
有
機
肥
料
で
栽
培
さ
れ

た
江
川
産
米
を
使
用
し
ま
し
た
。

◆
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
の
認
定
　
ち
ば

エ
コ
農
産
物
の
認
証
を
受
け
た
も
の

や
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
が
混
合
堆
肥
を

使
っ
て
生
産
し
た
も
の
な
ど
、
優
れ

た
品
質
や
特
性
を
持
っ
た
農
産
物
を

認
定
し
、
１
月
末
現
在
で
　
人
か
ら

218

申
請
を
頂
き
、
認
定
し
て
い
ま
す
。

◆
合
併
特
例
債
　
新
市
建
設
計
画
期

間
中
に
計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
る
合

併
後
の
自
治
体
の
一
体
性
の
確
立
、均

衡
あ
る
発
展
の
た
め
の
公
共
施
設
の

整
備
事
業
に
活
用
で
き
る
極
め
て
有

利
な
起
債
で
す
。本
年
６
月
で
合
併
後

８
年
が
経
過
し
、発
行
可
能
年
度
数
は

残
り
３
年
で
、計
画
さ
れ
て
い
る
事
業

を
確
実
に
実
施
し
た
い
と
考
え
、来
年

度
予
算
で
重
点
配
分
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
ま
で
に
清
水
公
園
駅
自

由
通
路
、梅
郷
駅
西
口
駅
前
広
場
、

同
東
口
ア
ク
セ
ス
道
路
、同
自
由
通

路
、い
ち
い
の
ホ
ー
ル
、公
共
施
設

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路（
い
ち
い
の
ホ

ー
ル
前
）、関
宿
総
合
公
園
、消
防

署
関
宿
北
出
張
所
な
ど
　
事
業
が

18

完
了
か
完
了
予
定
、現
在
実
施
中
が

　
で
、早
急
に
完
成
に
持
ち
込
み
た

15い
と
考
え
予
算
編
成
し
て
い
ま
す
。

◆
ま
め
バ
ス
　
運
行
計
画
見
直
し

は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
検
討
専
門

委
員
会
議
で
意
見
な
ど
を
伺
い
、関

経
由
は
、要
望
の
多
い
ロ
ッ
ク
タ
ウ
ン

を
経
由
す
る
ル
ー
ト
に
変
更
す
る
な

ど
、平
日
の
便
は
　
便
か
ら
　
便
に
、

29

26

土
・
日
・
祝
日
は
　
便
に
変
更
し
ま
す
。

24

　
新
北
ル
ー
ト
は
、運
行
時
間
が
６
ル

ー
ト
中
最
も
長
い
た
め
、関
宿
城
ル
ー

ト
と
北
ル
ー
ト
と
の
重
複
部
分
を
見

直
し
、起
点
を「
関
宿
中
央
タ
ー
ミ
ナ
ル
」

か
ら「
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
」に
変
更
し
、

要
望
の
多
い
ベ
イ
シ
ア
と
ウ
ニ
ク
ス
を

経
由
す
る
ル
ー
ト
に
変
更
し
、便
数
を

１
日
７
便
か
ら
８
便
に
増
便
し
ま
す
。

　
中
ル
ー
ト
は
、現
行
の
小
山
か
ら
船

形
駐
在
所
間
を
運
行
し
、北
大
山
か
ら

目
吹
高
根
間
を
運
行
し
な
い「
小
山
経

由
」と
、堆
肥
セ
ン
タ
ー
入
口
バ
ス
停

を
起
終
点
と
し
、北
大
山
か
ら
目
吹
高

根
間
を
運
行
し
、小
山
か
ら
船
形
駐
在

所
間
を
運
行
し
な
い「
木
野
崎
経
由
」

結
Ϳ
道
路
新
設
工
事（
幅
員
６
メ
ー
ト

ル
）は
、３
月
中
に
完
了
予
定
で
、県
道

֦
幅
は
、来
年
度
、愛
宕
ਆ
ࣾ
か
ら
西

駅
前
線
入
口
ま
で
の
า
道
֦
幅
と
交

差
点
改
ྑ
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

　
市
で
は
、
剪
定
枝
や
も
み
殻
、
牛

ふ
ん
な
ど
を
堆
肥
化
し
農
地
に
還
元

す
る
「
資
源
循
環
型
農
業
」と
、
農

薬
や
化
学
肥
料
の
使
用
を
少
な
く
し

た
「
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
」を
推
進

し
、
玄
米
黒
酢
米
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
も
み
殻
牛
ふ
ん
堆
肥
と

剪
定
枝
な
ど
の
堆
肥
を
混
合
し
た
混

合
堆
肥
は
、年
間
２
千
　
ト
ン
の
生
産

700

を
予
定
し
、
販
売
量
が
１
月
末
現
在

係
機
関
な
ど
と
協
議
が
終
了
、４
月
か

ら
新
ル
ー
ト
で
運
行
開
始
予
定
で
す
。

　
主
な
変
更
点
で
す
が
、関
宿
城
・
新

北
・
中
・
新
南
の
４
ル
ー
ト
は
、
土
・

日
・
祝
日
の
１
便
平
均
利
用
者
数
が
少

な
い
た
め
平
日
の
み
運
行
と
し
ま
し

た
。た
だ
し
、関
宿
城
ル
ー
ト
は
、関
宿

城
ま
つ
り
の
際
は
利
用
者
が
多
く
、開

催
日
の
み
臨
時
便
を
運
行
し
ま
す
。

　
ま
た
、乗
り
継
ぎ
券
は
廃
止
し
、代

わ
り
に
全
ル
ー
ト
乗
り
放
題
の
一
日

乗
車
券
を
大
人
　
円
、
小
学
生
と
障

200

が
い
者
な
ど
は
　
円
で
販
売
し
ま
す
。

100

　
次
に
、
各
ル
ー
ト
の
主
な
変
更
点

で
す
が
、関
宿
城
ル
ー
ト
は
、や
す
ら

ぎ
の
郷
に
乗
り
入
れ
る
ほ
か
、
観
音

前
バ
ス
停
を
旧
県
道
に
変
更
し
ま
す
。

　
北
ル
ー
ト
は
、平
日
　
便
の
う
ち
　

26

12

便
を
野
田
病
院
に
乗
り
入
れ
、
堤
台

　
平
成
　
年
か
ら
走
り
出
し
た「
ま
め

16

バ
ス
」は
、　
年
秋
以
降
の
景
気
低
迷

20

の
影
響
な
ど
で
、
ル
ー
ト
に
よ
っ
て

は
利
用
者
数
が
減
少
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
市
で
は
、
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
、
皆
さ
ん
に
よ
り
利
用
し
や

す
い
運
行
と
す
る
た
め
、
一
部
ル
ー

に
配
布
し
ま
し
た
が
、市
役
所
、支
所
、

各
出
張
所
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
企
画
調
整
課

ト
の
最
終
便
と
土
・
日
・
祝
日
の
運

行
を
取
り
や
め
る
一
方
で
、
ご
要
望

の
多
か
っ
た
病
院
や
ス
ー
パ
ー
な
ど

を
経
由
す
る
新
ル
ー
ト
で
、
４
月
１

日
か
ら
運
行
し
ま
す
。

　
新
し
い
ル
ー
ト
図
と
時
刻
表
は
、

３
月
　
日
号
の
市
報
と
同
時
に
全
戸

15

一日乗車券（２００円）も利用できます

新
市
建
設
計
画
の

確
実
な
実
現
　
　

合併特例債でいちいのホール前も歩道を拡幅

持
続
可
能
な
農
業
施
策
の

確
立
と
食
の
安
全
の
確
保

４月１日か　
　ら 

　
　
　
ま
め
バ
ス

  　
　
新
ル
ー
ト
で
運
行
開
始

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
　
　
　
　
ス



追
加
し
可
決
さ
れ
た
議
案

　
平
成
　
年
第
１
回
定
例
市
議

23

会
に
追
加
議
案
が
提
出
さ
れ
、

３
月
７
日
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
議
案
第
　
号
　
野
田
市
教
育

３６

委
員
会
委
員
の
任
命

漁

（
６
面
に
つ
づ
く
）

　
な
お
、
ル
ー
ト
の
変
更
で
１
日
８

便
の
う
ち
、「
今
上
経
由
」が
４
便
、「
花

井
経
由
」が
４
便
と
な
り
、最
終
便
の

「
花
井
経
由
」は
、野
田
市
駅
か
ら
大
利

根
温
泉
間
の
利
用
者
が
少
な
い
た
め
、

終
点
を
野
田
市
駅
に
変
更
し
ま
す
。

　
今
後
も
、
見
直
し
後
の
運
行
ル
ー

ト
は
、継
続
的
に
利
用
促
進
策
を
講
じ

る
と
と
も
に
、
乗
降
調
査
や
利
用
分

析
を
行
い
、必
要
に
応
じ
て
再
度
の
見

直
し
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
　
第
一
中

学
校
校
舎
は
最
終
と
な
る
普
通
・
特
別

教
室
棟
を
、
来
年
度
実
施
予
定
で
し

た
が
、
国
の
　
年
度
補
正
予
算
に
お

22

け
る
緊
急
総
合
経
済
対
策
に
よ
る
学

校
耐
震
補
強
事
業
費
交
付
金
の
内
定

通
知
が
あ
り
、
３
月
補
正
予
算
に
事

業
費
を
計
上
し
、
来
年
度
に
繰
越
明

許
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
１
月
　
日
付
け
で
交
付
決

17

定
通
知
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
南
部
小
学
校
屋
内
運
動
場

は
耐
震
診
断
の
結
果
、
優
先
し
て
耐

震
補
強
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
来
年

度
に
設
計
、　
年
度
に
工
事
し
ま
す
。

24

◆
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
　
２
か

年
計
画
の
後
期
分
と
し
て
、
福
田
第

一
小
学
校
校
舎
の
ト
イ
レ
改
修
を
実

施
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
の
エ
ア
コ

ン
設
置
は
、
東
部
小
と
北
部
小
の
２

校
に
設
置
予
定
で
す
。

◆
災
害
時
要
援
護
者
支
援
計
画
　
２

月
１
日
現
在
、計
画
に
沿
っ
て
取
り
組

ん
で
い
る
自
治
会
な
ど
　
、個
別
避
難

41

支
援
計
画
ま
で
整
備
し
た
団
体
が
　
、
35

要
援
護
者
登
録
者
数
は
　
人
で
す
。

255

◆「
野
田
市
南
部
安
全
安
心
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」（
通
称「
南
部
ま
め
ば
ん
」）

　
　
年
　
月
に
地
域
の
防
犯
拠
点
と

18

10

し
て
、み
ず
き
一
丁
目
に
市
営
交
番
と

し
て
開
設
し
、本
年
９
月
末
で
５
年
を

経
過
し
ま
す
。
開
設
当
初
は
、
問
い

合
わ
せ
な
ど
を
含
め
地
域
の
皆
さ
ん

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、最
近

は
、利
用
件
数
が
減
少
し
、期
待
さ
れ

た
効
果
を
上
げ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

建
物
の
リ
ー
ス
期
間
が
終
了
す
る
　23

年
９
月
　
日
を
も
っ
て
廃
止
し
ま
す
。

30

　
な
お
、
南
部
地
区
の
新
規
交
番
の

必
要
性
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

現
交
番
の
移
転
用
に
梅
郷
駅
前
に
取

得
し
た
土
地
へ
の
移
転
が
耐
用
年
数

の
関
係
で
進
ま
な
い
こ
と
も
あ
り
、

土
地
の
活
用
方
策
も
含
め
て
南
部
ま

め
ば
ん
の
再
開
を
検
討
し
ま
す
。

◆
Ｌ
Ｅ
Ｄ
式
防
犯
灯
　
明
る
さ
や
作

物
へ
の
影
響
な
ど
が
問
題
な
い
こ
と

が
判
明
し
、
来
年
度
新
規
に
設
置
す

る
防
犯
灯
と
既
存
防
犯
灯
の
器
具
交

換
な
ど
約
　
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
式
防
犯
灯

650

合
同
研
修
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
支
部
の
傘
下
と
な
る
自
主

防
犯
組
織
は
２
月
１
日
現
在
、　
自
320

治
会
、
全
自
治
会
の
　
・
1
パ
ー
セ

83

ン
ト
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
都
市
計
画
道
路
次
木
古
布
内
線
　

全
体
整
備
延
長
　
メ
ー
ト
ル
、
幅
員

763

　
メ
ー
ト
ル
で
３
月
末
に
は
、道
路
築

16造
工
事
が
完
了
予
定
で
、
本
工
事
の

完
了
と
と
も
に
供
用
開
始
す
べ
き
と

こ
ろ
で
す
が
、本
路
線
と
都
市
計
画
道

路
親
野
井
羽
貫
線
と
の
交
差
点
部
の

信
号
機
設
置
が
間
に
合
わ
な
い
た
め

見
合
わ
せ
、
県
公
安
委
員
会
に
信
号

機
早
期
設
置
の
要
望
を
し
て
い
ま
す
。

◆
都
市
計
画
道
路
今
上
木
野
崎
線
　

合
併
に
際
し
て
の
県
と
の
約
束
事
項

の
う
ち
野
田
市
要
望
の
第
１
順
位
に

位
置
付
け
事
業
化
に
向
け
た
調
整
を

続
け
て
き
ま
し
た
が
、今
般
県
か
ら
来

年
度
に
大
規
模
公
共
事
業
等
事
前
評

価
を
受
け
た
後
、詳
細
設
計
を
実
施

し
、　
年
度
か
ら
用
地
買
収
を
ス
タ
ー

24
ト
さ
せ
た
い
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
次
木
親
野
井
土
地
区
画
整
理
事
業

の
保
留
地
処
分
　
昨
年
７
月
に
価
格

を
見
直
し
、公
売
を
実
施
し
た
結
果
、

現
在
ま
で
に
５
区
画
処
分
で
き
ま
し
た
。

　
保
留
地
処
分
金
は
、毎
年
度
地
域

開
発
事
業
債
の
償
還
に
充
て
る
こ
と

で
予
算
化
し
て
い
ま
す
が
、
本
年
度

の
処
分
金
が
償
還
予
定
額
を
大
き
く

上
回
っ
た
た
め
、
来
年
度
の
償
還
を

本
年
度
に
全
額
繰
上
償
還
し
た
い
と

考
え
、
議
会
の
次
木
親
野
井
特
別
会

計
補
正
予
算
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、事
業
債
の
償
還
に
一
応
の
区

切
り
が
つ
い
た
た
め
、同
地
区
の
保
留

の
２
系
統
の
運
行
に
変
更
し
ま
す
。

　
ま
た
、ロ
ッ
ク
タ
ウ
ン
と
ウ
ニ
ク
ス

方
面
を
経
由
し
清
水
公
園
駅
東
口
に
乗

り
入
れ
、買
物
弱
者
や
交
通
弱
者
と
い

わ
れ
る
方
の
利
便
性
を
向
上
し
ま
す
。

　
な
お
、
現
運
行
便
数
を
　
便
か
ら

10

１
便
減
便
し
、「
小
山
経
由
」が
４
便
、

「
木
野
崎
経
由
」が
４
便
と
な
り
、
最

終
便
の
１
便
は
、
愛
宕
駅
か
ら
小
山

間
の
利
用
者
が
少
な
い
た
め
終
点
を

愛
宕
駅
に
変
更
し
ま
す
。

　
南
ル
ー
ト
は
、最
終
便
の
左
回
り
、

右
回
り
と
も
に
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

ま
で
利
用
す
る
方
が
少
な
い
た
め
、

最
終
便
の
左
回
り
の
終
点
を
し
ら
さ

ぎ
通
り
入
口
、
右
回
り
の
終
点
を
梅

郷
　
号
公
園
に
変
更
し
ま
す
。

11
　
新
南
ル
ー
ト
は
、「
今
上
経
由
」と
要

望
の
多
い
旧
日
光
街
道
を
経
由
し
て

梅
郷
駅
に
至
る「
花
井
経
由
」の
２
系

統
に
変
更
し
、梅
郷
駅
か
ら
消
防
南
分

署
前
の
区
間
の
運
行
を
廃
止
し
、み
ず

き
の
街
、い
な
げ
や
、ホ
ー
マ
ッ
ク
を

経
由
す
る
ル
ー
ト
に
変
更
し
ま
す
。

都
市
基
盤
・
生
活
関
連

施
設
の
整
備
            

安
全
安
心
な
          

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

宝珠花橋から望む整備中の次木古布内線

に
切
り
替
え
て
導
入

し
て
い
き
ま
す
。

◆
防
犯
対
策
　
野
田

警
察
署
と
連
携
し
、

防
犯
組
合
全
支
部
で

約
２
千
人
の
参
加
を

い
た
だ
き
「
年
末
一

斉
パ
ト
ロ
ー
ル
」を
実

施
し
、２
月
　
日
に
は

10

文
化
会
館
で
、関
係

者
を
対
象
に
「
防
犯



禦

タ
ー
を
設
置
し
、ト
イ
レ
改
修
、多
機

能
ト
イ
レ
の
設
置
、改
札
口
か
ら
ホ
ー

ム
へ
の
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

◆
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ

ー
事
業
　
県
は
、
千
葉
労
働
局
と
の

協
働
で
、
障
が
い
者
の
就
労
や
継
続

就
労
に
は
身
近
な
地
域
で
の
支
援
体

制
の
確
立
が
不
可
欠
と
し
て
、
県
内

　
か
所
の
障
害
保
健
福
祉
圏
域
ご
と

16に
「
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
」の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
程
、
野
田
圏
域
も
含
め
た
未

設
置
圏
域
に
お
け
る
当
該
事
業
の
受

託
希
望
団
体
の
公
募
が
あ
り
、
野
田

圏
域
で
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に

基
づ
く
生
活
介
護
や
共
同
生
活
介
護
、

就
労
移
行
支
援
事
業
に
積
極
的
に
取

業
の
相
互
連
携
で
、さ
ら
な
る
障
が
い

者
の
支
援
強
化
を
図
る
べ
く
、事
業
受

託
に
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い

と
考
え
、事
業
の
拠
点
と
し
て
本
庁
舎

１
階
の
元
収
入
役
室
を
４
月
か
ら
使

用
許
可
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

◆
第
４
期
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ン
で
設
定

し
た
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
　
桜
台

地
区
の
認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
３

月
開
所
予
定
で
す
。

　
本
年
度
の
公
募
に
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
が
宮
崎
、瀬
戸
、東
宝
珠
花
地
区
に

１
か
所
ず
つ
の
計
３
か
所
、小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
が
東
宝
珠
花
地
区

に
１
か
所
、合
計
で
４
か
所
の
応
募
が

あ
り
、す
で
に
事
業
者
の
選
定
を
し
、

来
年
度
に
施
設
整
備
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、応
募
の
な
い
小
規
模
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
３
か
所
、認
知
症
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
１
か
所
、小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
１
か
所
も
、引
き
続
き
募
集

し
、第
４
期
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ン
の
計
画

期
間
内
で
の
整
備
を
目
指
し
ま
す
。

◆
広
域
型
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
年
に
国
が
示
し
た
介
護
基
盤
の
緊

21
急
整
備
の
方
針
か
ら
次
期
計
画
の
前
倒

し
を
し
、本
年
度
中
里
地
区
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
松
葉
園
で
　
床
の
増
床

40

が
完
了
し
、今
春
４
月
か
ら
　
床
の
施

90

設
と
し
て
事
業
運
営
予
定
、ま
た
、山
崎

地
区
で
の
来
年
度
　
床
の
整
備
に
向
け

70

て
、社
会
福
祉
法
人
法
師
会
が
、
現
在

県
と
事
前
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
介
護
老
人
保
健
施
設
　
医
療
法

人
社
団
葵
会
が
、
昨
年
末
に
調
整

区
域
内
の
建
築
許
可
を
取
得
し
、現

在
、中
里
地
区
で
定
員
　
床
の
施
設

100

整
備
の
諸
手
続
を
進
め
、開
所
は
、

本
年
　
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

11

◆
子
宮
頸
が
ん
、ヒ
ブ
、小
児
用
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
無
償
化

　
昨
年
　
月
　
日
か
ら
、保
護
者
の

10

15

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、ヒ

ブ
と
子
宮
 頸
 が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

け
い

種
２
回
目
、３
回
目
が
残
る
小
学
校
６

年
生
は
特
例
と
し
て
無
償
と
し
ま
す
。

◆「
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
 
１（
ヒ
ト
白
血
病
ウ

イ
ル
ス
 
１
型
）抗
体
検
査
」と「
ク
ラ

ミ
ジ
ア
検
査
」　
県
医
師
会
と
市
長
会

で
調
整
が
整
っ
た
た
め
、市
で
は
、医

療
機
関
な
ど
と
調
整
し
、来
年
度
か
ら

妊
婦
健
康
診
査
の
中
で
実
施
し
ま
す
。

◆
妊
婦
の
歯
周
疾
患
検
診
　
節
目
の

年
齢
に
実
施
で
し
た
が
、妊
婦
の
健
康

管
理
の
一
環
の
た
め
、来
年
度
か
ら
妊

婦
歯
周
疾
患
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

◆
口
腔
が
ん
検
診
　
野
田
市
歯
科
医

師
会
が
自
主
事
業
と
し
て
　
年
度
か

18

ら
実
施
し
、
毎
年
実
績
を
上
げ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
も
補
助
金

で
当
該
事
業
の
継
続
実
施
を
促
し
、

市
民
の
健
康
維
持
を
図
る
考
え
で
す
。

◆
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
総
合
病
院
の
新
病

院
建
設
　
付
替
道
路
の
整
備
も
順
調

－

－

地
処
分
は
、地
価
の
動
向
が
不
明
ྎ

で
あ
る
こ
と
や
周
辺
土
地
取
引
へ

の
影
響
な
ど
を
考
え
、し

ら
く
見

合
わ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
川
間
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
　

予
定
ど
お
り
工
事
が
進
み
、
３
月

８
日
に
は
供
用
開
始
予
定
で
す
。

　
北
口
の
階
段
入
口
右
側
と
、南
口

の
交
番
裏
手
に
地
下
道
に
降
り
る

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
、さ
ら
に
地
下
道

か
ら
改
札
に
上
が
る
階
段
の
向
か

い
側
に
、改
札
に
上
が
る
エ
レ
ベ
ー

川間駅を高齢者や障がい者にも便利な駅に

入所希望者の待機状態改善へ（写真は松葉園）

福
祉
・
医
療
の
充
実

費
用
の
半
額
相
当
額
を
市
独
自
に
助

成
し
て
き
ま
し
た
が
、国
が
　
月
に
　
、

11

22

　
年
度
限
り
の
措
置
と
し
無
償
化
を
打

23ち
出
し
た
た
め
、本
年
１
月
　
日
か
ら
、

25

新
た
に
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

を
加
え
３
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
の
全
額
無
償
化
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
す
で
に
市
の
助
成
を
受
け
て
ヒ
ブ
、

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
を
指
定
医
療

機
関
で
接
種
さ
れ
た
方
に
は
、　
年
22

　
月
　
日
に
さ
か
の
ぼ
り
自
己
負
担

10

15

分
を
助
成
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

助
成
対
象
者
は
、
小
学
５
年
生
か
ら

中
学
３
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
女

性
と
し
て
い
ま
し
た
が
、来
年
度
か
ら

は
、国
の
実
施
要
領
に
あ
わ
せ
て
、中

学
１
年
生
か
ら
高
校
１
年
生
に
相
当

す
る
年
齢
の
女
性
と
改
め
ま
す
。
た

だ
し
、す
で
に
市
の
助
成
を
受
け
、接

り
組
ん
で
い
る
社
会
福
祉
法
人
「
は

ー
と
ふ
る
」
が
応
募
を
し
ま
し
た
。

　
県
は
、相
当
程
度
の
就
労
支
援
実
績

が
委
託
先
の
要
件
で
あ
る
た
め
、要
件

が
整
っ
た
時
点
で「
は
ー
と
ふ
る
」に

委
託
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
は
ー
と
ふ
る
」で
は
、
要
件
を
満

た
す
た
め
、
ま
ず
は
「
障
が
い
者
相

談
支
援
事
業
」を
開
始
し
、
就
労
支

援
も
早
期
に
実
績
を
上
げ
、
要
件
が

整
い
次
第
「
障
害
者
就
業
・
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
事
業
」を
受
託
し
た
い
考

え
で
、
市
に
対
し
、
活
動
拠
点
場
所

の
提
供
と
就
労
支
援
連
携
の
協
力
依

頼
が
あ
り
、
県
か
ら
も
全
面
的
な
協

力
依
頼
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
障
が
い
者
の
地
域
生
活
で
就
労
は

非
常
に
重
要
で
す
が
、市
と
し
て
は
、

　
年
か
ら
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
就

19労
支
援
と「
は
ー
と
ふ
る
」の
当
該
事



魚

（
８
面
に
つ
づ
く
）

施
策
で
学
習
時
間
を
増
や
す
努
力
を

し
て
き
ま
し
た
が
、来
年
度
か
ら
小
学

校
で
新
学
習
指
導
要
領
が
完
全
実
施

さ
れ
学
習
内
容
が
増
え
、
　
年
度
か

24

ら
は
中
学
校
で
も
増
加
し
ま
す
。

　
増
加
す
る
学
習
内
容
に
対
処
す
る

に
は
、学
習
時
間
の
確
保
が
必
要
な
た

め
、現
行
制
度
の
中
で
可
能
な
限
り
の

学
習
時
間
数
の
増
加
を
図
り
た
い
考

え
で
す
が
、あ
わ
せ
て
、現
法
制
度
で

は
で
き
ま
せ
ん
が
学
校
週
５
日
制
の

在
り
方
も
含
め
て
学
力
向
上
専
門
委

員
の
検
討
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
学
校
の
荒
れ
　
９
月
以
降
、
市
内

で
は
生
徒
指
導
上
の
問
題
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
反
社
会
的
な

行
動
を
と
る
生
徒
に
よ
り
、学
習
が
成

立
し
な
い
状
況
が
学
級
を
超
え
、学
年

全
体
あ
る
い
は
、学
校
全
体
が
そ
う
し

た
状
況
に
至
っ
た
学
校
も
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、そ
の
動
き
が
他
校
に
波
及

し
て
い
ま
す
。　
月
か
ら
県
の
ス
ク

11

ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
を
導
入
す
る
な
ど
、

関
係
諸
機
関
と
の
連
携
協
力
で
、
現

在
は
落
ち
着
き
が
見
ら
れ
ま
す
が
、

予
断
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
市
独
自
策
と
し
て
来
年
度
は
２
名

の「
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
直
接

雇
用
し
、
支
援
が
必
要
な
学
校
に
配

置
す
る
体
制
を
確
立
し
ま
す
。
同
時

に
、学
校
、学
級
の
荒
れ
で
被
害
を
受

け
た
り
心
理
的
な
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

た
り
、
直
接
間
接
に
被
害
に
遭
っ
た

児
童
生
徒
・
保
護
者
、教
職
員
の
心
の

ケ
ア
の
た
め
、「
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」を
１
名
雇
用
し
、該

当
す
る
学
校
に
配
置
し
、必
要
経
費
を

　
年
度
予
算
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

23◆
新
不
燃
物
処
理
施
設
建
設
工
事
　

高
度
技
術
提
案
型
総
合
評
価
方
式
一

般
競
争
入
札
を
採
用
し
、「
野
田
市
新

不
燃
物
処
理
施
設
総
合
評
価
方
式
入

札
審
査
委
員
会
」で
、落
札
候
補
者
選

定
の
審
査
結
果
、極
東
開
発
工
業
株
式

会
社
を
落
札
者
と
決
定
し
、今
議
会
に

契
約
締
結
議
案
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
議
決
を
頂
き
、
都
市
計
画
決
定
な

ど
の
手
続
を
進
め
、来
年
度
早
々
か
ら

実
施
設
計
に
入
り
た
い
考
え
で
す
。

◆
新
清
掃
工
場
　
１
月
　
日
に
中
里

15

上
自
治
会
館
で
、
自
治
会
役
員
と
反

対
対
策
協
議
会
役
員
の
方
々
と
私
と

の
話
し
合
い
の
場
を
設
け
て
い
た
だ

き
、「
現
候
補
地
は
一
度
白
紙
撤
回
し
、

改
め
て
、
現
候
補
地
も
含
め
た
市
内

全
域
を
対
象
と
し
て
、
新
清
掃
工
場

の
建
設
候
補
地
を
選
定
し
て
い
く
」旨

説
明
し
ま
し
た
。

　
当
該
候
補
地
の
選
定
は
、
①
工
業

系
用
途
地
域
又
は
市
街
化
調
整
区
域

内
に
あ
る
、②
住
居
系
市
街
地
や
将
来

市
街
地
に
な
る
区
域
に
近
接
し
な
い
、

③
都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
い
る
他
の

都
市
施
設
に
影
響
し
な
い
、④
学
校
、

保
育
所
、病
院
な
ど
が
敷
地
境
界
か
ら

お
お
む
ね
　
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
て

100

い
る
、ま
た
、周
辺
　
メ
ー
ト
ル
以
内

100

に
住
宅
が
な
い
、⑤
主
要
な
搬
出
入
路

は
原
則
と
し
て
幅
員
６
メ
ー
ト
ル
以

上
の
舗
装
道
路
で
あ
る
、⑥
主
要
な
搬

出
入
路
は
原
則
と
し
て
通
学
路
と
重

複
し
な
い
又
は
歩
道
が
設
置
さ
れ
て

い
る
、⑦
用
地
交
渉
の
際
の
地
権
者
数

が
少
な
い
、⑧
運
搬
効
率
が
良
い
こ
と

と
い
う
８
つ
の
選
定
基
準
を
設
け
、

候
補
地
を
あ
た
っ
た
と
こ
ろ
、
全
て

の
基
準
を
満
た
し
た
の
が
中
里
工
業

団
地
内
の
土
地
で
、さ
ら
に
土
地
所
有

者
の
協
力
も
得
ら
れ
る
見
込
み
が
立

っ
た
と
い
う
こ
と
で
、中
里
上
自
治
会

と
の
話
し
合
い
に
入
ら
せ
て
い
た
だ

い
た
経
緯
か
ら
も
、最
適
地
と
考
え
て

い
ま
す
が
、中
里
上
自
治
会
か
ら
は
、

選
定
基
準
に
適
合
す
る
適
地
は
他
に

も
あ
る
だ
ろ
う
と
の
ご
意
見
を
頂
い

て
い
ま
す
の
で
、８
つ
の
選
定
基
準
を

土
台
と
し
つ
つ
、若
干
の
必
要
な
見
直

し
を
行
っ
た
上
で
、中
里
工
業
団
地
内

の
土
地
も
含
め
た
市
内
全
域
を
対
象

に
、新
清
掃
工
場
の
建
設
候
補
地
を
選

定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
新
た
な
建
設
候
補
地
選
定
の
全
体

ス
キ
ー
ム
は
、新
清
掃
工
場
建
設
の
た

め
に
は
、ご
み
の
３
Ｒ（
発
生
抑
制
、再

使
用
、リ
サ
イ
ク
ル
）に
対
す
る
市
民

全
体
の
理
解
と
協
力
が
重
要
で
、特
に

ご
み
の
発
生
抑
制
は
清
掃
工
場
の
整

に
進
み
、本
体
工
事
は
、予
定
ど
お
り

本
年
３
月
に
は
着
工
、　
年
６
月
に
竣

24

工
し
同
年
９
月
か
ら
診
療
開
始
予
定

で
、い
ず
れ
も
順
調
と
の
こ
と
で
す
。

◆
学
力
問
題
　
各
学
校
が
実
態
に
応

じ
て
、
学
力
向
上
対
策
を
講
じ
て
い

ま
す
が
、
客
観
的
な
検
証
が
必
要
と

考
え
、
学
力
向
上
専
門
委
員
を
委
嘱

し
、外
部
の
方
の
厳
し
い
目
で
、市
全

体
で
実
施
し
て
き
た
施
策
を
含
め
、各

学
校
の
対
策
を
客
観
的
に
精
査
・
再

点
検
し
て
い
た
だ
き
、よ
り
有
効
な
対

策
立
案
の
提
言
を
頂
く
予
定
で
す
。

　
ま
た
、二
学
期
制
導
入
や
そ
の
他
の

帯
に
　
リ
ッ
ト
ル
袋
　
枚
分
を
加

40

60

算
し
て
配
布
し
ま
す
。

　
な
お
、　
年
４
月
２
日
か
ら
　

21

23

年
３
月
　
日
ま
で
に
出
生
し
た
乳

31

幼
児
を
養
育
す
る
世
帯
に
は
、
４

月
中
に
　
リ
ッ
ト
ル
袋
　
枚
分
の

40

30

引
換
券
を
送
付
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課

　
市
で
は
、
平
成
９
年
度
か
ら
、

１
歳
未
満
の
乳
児
を
養
育
す
る
世

帯
に「
指
定
ご
み
袋
引
換
券
」　
リ
40

ッ
ト
ル
袋
　
枚
分
を
加
算
し
て
配

30

布
し
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご

要
望
に
お
応
え
し
て
、
４
月
１
日

か
ら
は
対
象
年
齢
を
拡
充
し
、
２

歳
未
満
の
乳
幼
児
を
養
育
す
る
世

２
歳
未
満
の
乳
幼
児
に

　
  指
定
ご
み
袋
を
加
算
 　

教
育
の
充
実
と

青
少
年
健
全
育
成
の
強
化

環
境
の
保
全

新不燃物処理施設建設予定地（目吹地先新不燃物処理施設建設予定地（目吹地先））



亨

を
提
案
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
審
議
会
で
は
、建
設
候
補
地
の
選
定

基
準
と
候
補
地
の
選
定
の
み
で
な
く
、

地
元
還
元
対
策
や
工
場
の
負
荷
を
軽

減
す
る
た
め
の
ご
み
の
発
生
抑
制
策

な
ど
新
清
掃
工
場
建
設
に
関
す
る
全

市
民
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
た
め

の
審
議
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
、委
員
も
、自
治
会
連
合
会
、廃
棄

物
減
量
等
推
進
員
の
代
表
の
ほ
か
、市

民
公
募
委
員
を
中
心
に
考
え
て
い
ま

す
が
、全
市
民
的
な
審
議
と
す
る
た
め

に
は
、市
民
の
代
表
で
あ
る
市
議
会
議

員
の
皆
さ
ん
に
も
ご
参
加
い
た
だ
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
の
で
、「
審

議
会
委
員
へ
の
議
員
の
参
加
は
基
本

的
に
辞
退
す
る
」と
し
た
過
去
の
経
緯

は
重
々
承
知
し
て
い
ま
す
が
、
例
え

ば
、
各
会
派
の
代
表
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
く
な
ど
、
ご
検
討
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
候
補
地
選
定
は
、現
在
、２
段
階
の

審
議
を
考
え
、第
１
段
階
で
は
、複
数

の
候
補
地
を
選
定
し
、
各
候
補
地
の

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
施
後
、審
議
会

と
し
て
最
終
的
な
候
補
地
を
選
定
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
有
限
会
社
柏
廃
材
処
理
セ
ン
タ
ー

付
近
で
の
排
ガ
ス
問
題
　
県
の
調
査

は
、
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
結

果
を
基
礎
に
、
引
き
続
き
発
展
的
に

塩
化
水
素
な
ど
の
無
機
性
ガ
ス
や
Ｖ

Ｏ
Ｃ（
揮
発
性
有
機
化
合
物
）の
各
種

測
定
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
２
月
に
は
、立
ち
入
り
に
よ
る

ば
い
煙
測
定
と
廃
棄
物
庫
内
や
工
場

敷
地
境
界
、周
辺
地
域
を
対
象
と
し
た

Ｖ
Ｏ
Ｃ
分
析
、セ
ン
タ
ー
周
辺
１
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
ま
で
の
範
囲
で
大
気
中
塩

化
水
素
濃
度
の
測
定
が
実
施
さ
れ
、現

在
、確
認
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
原
因
物
質
の
特
定
が
急
が
れ
ま
す

が
、昨
年
　
月
に
実
施
し
た
市
独
自
の

12

測
定
で
も
、大
気
中
に
0
・
　
ｐ
ｐ
ｍ

007

程
度
の
塩
化
水
素
が
検
出
さ
れ
、県
で

も
当
該
物
質
は
重
点
的
に
検
証
を
行

っ
て
い
く
方
針
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
市
で
設
置
を
進
め
て
い
る

大
気
測
定
局
は
、年
度
内
に
完
成
を
予

定
し
、４
月
か
ら
本
格
的
に
塩
化
水
素

の
測
定
を
実
施
し
て
い
き
た
い
考
え

で
、
２
か
所
目
の
大
気
測
定
局
を
本

年
秋
を
目
途
に
建
設
を
進
め
ま
す
。

◆
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
の
紙

お
む
つ
対
策
　
１
歳
未
満
の
乳
児
を

養
育
し
て
い
る
世
帯
を
対
象
に
指
定

ご
み
袋
引
換
券
を
加
算
し
て
支
給
し

て
い
ま
し
た
が
、１
歳
で
は
紙
お
む
つ

が
と
れ
な
い
の
で
対
象
年
齢
を
引
き

上
げ
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
に
応
え
、

来
年
度
か
ら
２
歳
未
満
に
拡
充
し
て

支
給
し
て
い
き
た
い
考
え
で
す
。

◆
指
定
管
理
者
制
度
　
　
年
度
に
新

23

た
に
導
入
す
る
小
ホ
ー
ル
を
含
む
野

田
公
民
館
と
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会

館
は
、
公
募
で
８
者
か
ら
応
募
が
あ

り
、選
定
委
員
会
で
審
議
の
結
果
、欅

の
ホ
ー
ル
活
性
化
共
同
体
を
候
補
者

に
選
定
し
、
同
じ
く
　
年
度
に
導
入

23

す
る
総
合
公
園
は
、
審
議
の
結
果
、

引
き
続
き
財
団
法
人
野
田
市
開
発
協

会
を
候
補
者
に
選
定
し
ま
し
た
。

　
　
年
度
導
入
す
る
花
輪
保
育
所
は
、

24

３
者
か
ら
応
募
が
あ
り
、
審
議
の
結

果
、
株
式
会
社
日
本
保
育
サ
ー
ビ
ス

を
候
補
者
に
選
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
３
施
設
と
も
指
定
管
理
者

の
指
定
の
議
案
を
今
議
会
に
提
案
し
、

公
契
約
条
例
第
　
条
の
規
定
に
基
づ

15

き
、
募
集
要
項
で
市
が
設
定
し
た
職

種
別
賃
金
の
最
低
基
準
を
満
た
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

◆
附
属
機
関
の
統
廃
合
　
情
報
公
開

不
服
審
査
会
と
個
人
情
報
保
護
審
議

会
は
、行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
く
不

服
申
し
立
て
に
対
し
、処
分
庁
か
ら
の

諮
問
を
受
け
て
決
定
ま
た
は
裁
決
を

行
う
機
関
で
、現
在
、同
一
の
委
員
を

委
嘱
し
て
い
る
こ
と
か
ら
統
合
し
、今

議
会
に
条
例
案
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、情
報
化
推
進
協
議
会
は
、平

成
元
年
　
月
に
野
田
市
情
報
化
推
進

10

備
規

に
も
Ө
ڹ
す
る
の
で
、全
市
民

的
な
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
中
ཬ
上
自
治
会
か
ら
も
、

「
清
掃
工
場
の
建
設
に
当
た
っ
て
は
、

も
う
１
า
౿
み
込
ん
だ
ご
み
減
量
化

を
し
、施
設
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
す
る
こ

と
が
重
要
で
な
い
か
。基
本
は
ご
み
を

出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。」と
の
ご
ҙ
見
を

い
て
い

る
た
め
、新
清
掃
工
場
建
設
を
全
市
民

的
に
審
議
す
る
た
め
の
審
議
会
設
置

を
検
討
し
、̒
月
議
会
に
設
置
条
例
案

３
か
所
を
新
た
に
開
設
し
ま
す
。

　
一
方
、「
新
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、
保
育
所
の
待
機
児
童

を
解
消
し
よ
う
と
、
民
間
活
力
の

導
入
に
よ
る
保
育
所
整
備
も
進
め
、

４
月
１
日
、
新
た
に
ア
ス
ク
川
間

保
育
園
（
尾
崎
　
 
１
・
ス
ー
パ

853

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
２
階
の
一
部
）が
開

設
し
ま
す
。

　
定
員
は
　
人
で
、
保
育
時
間
は

60

７
時
か
ら
　
時
ま
で
で
す
。

20

【
問
合
せ
】
学
童
保
育
所
は
児
童

家
庭
課
、
保
育
所
は
保
育
課

－

　
市
で
は
、全
国
的
に
少
子
化
、核

家
族
化
が
進
む
中
で
、
休
日
保
育

や
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
事
業
な
ど
、子
育
て
支
援
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
過
密
化
状
態
と
な
っ
て

い
る
学
童
保
育
所
で
の
児
童
の
安

全
を
確
保
し
よ
う
と
、
小
学
校
の

校
庭
や
余
裕
教
室
を
活
用
し
て
、

昨
年
　
月
に
５
か
所
、　
月
に
３

10

11

か
所
の
第
二
学
童
保
育
所
を
新
設

し
、
さ
ら
に
４
月
か
ら
は
、
宮
崎

第
二
、み
ず
き
第
二
、南
部
第
三
の

学
童
保
育
所
３
か
所
と

　
　
  民
営
保
育
所
開
設

４月１日

行
政
改
革
の
徹
底

基
本
計
画
の
樹
立
に
関
す
る
調
査
研

究
と
情
報
関
係
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
の

高
度
か
つ
有
効
利
用
の
推
進
を
目
的

に
設
置
さ
れ
、２
年
９
月
に「
本
市
に

お
け
る
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
の
主
体
は
民

間
主
導
型
の
第
三
セ
ク
タ
ー
が
望
ま

し
い
」と
の
答
申
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
年
に
は
総
合
計
画
で
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

13
事
業
の
ス
タ
ン
ス
を
第
三
セ
ク
タ
ー

方
式
か
ら
民
間
活
用
に
方
針
転
換
を

行
い
、そ
の
後
、　
年
９
月
か
ら
民
間

17

事
業
者
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
サ
ー
ビ
ス
が
開

始
さ
れ
、
同
協
議
会
の
設
置
目
的
は
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（
　
面
に
つ
づ
く
）

10

所
申
込
状
況
は
、
既
存
と
新
設
の
い

ず
れ
の
施
設
を
利
用
す
る
か
は
保
護

者
が
自
由
に
選
択
で
き
る
こ
と
か
ら
、

受
付
期
間
の
終
了
し
た
２
月
　
日
現

10

在
で
既
存
学
童
が
　
人
に
対
し
、
新

478

設
学
童
が
　
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

217

　
な
お
、
公
設
の
宮
崎
と
み
ず
き
の

新
設
学
童
保
育
所
は
、
今
議
会
に
関

係
条
例
案
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

◆
住
民
投
票
条
例
　
　
年
　
月
　
日

22

12

16

か
ら
　
年
１
月
　
日
ま
で
、条
例
案
の

23

17

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
を
実
施

し
ま
し
た
が
、国
が
住
民
投
票
条
例
の

法
制
化
を
含
む
地
方
自
治
法
の
一
部
改

正
案
を
、現
在
開
会
中
の
通
常
国
会
に

提
案
す
る
と
の
動
き
も
あ
る
の
で
、状

況
を
見
極
め
る
こ
と
と
し
、必
要
性
を

大
幅
な
増
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、対
象
業
務
の
拡
大
と
し
て
、

新
た
に
本
庁
舎
の
電
話
交
換
、
受
付

と
案
内
業
務（
１
時
間
当
た
り
千
円
以

上
）と
本
庁
舎
の
警
備
と
駐
車
場
の
整

理
業
務（
１
時
間
当
た
り
　
円
以
上
）

950

を
公
契
約
条
例
の
対
象
と
し
、
さ
ら

に
賃
金
水
準
の
低
い
清
掃
業
務
は
、

予
定
価
格
１
千
万
円
未
満
で
す
が
、

保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
清
掃
業
務
を

対
象
と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
状
況
で
す
が
、
業
務
委

託
契
約
　
件
、工
事
２
件
の
、中
間
報

16

告
の
時
点
で
の
適
用
労
働
者
数
は
、業

務
委
託
　
人
、工
事
　
人
で
、適
正
に

207

36

賃
金
が
支
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
て
い
ま
す
が
、本
議
会
に
契
約
締

結
の
議
案
を
提
案
し
た
新
不
燃
物
処

理
施
設
建
設
工
事
請
負
契
約
は
、
下

請
負
の
重
層
構
造
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
建
築
工
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、条

例
の
適
正
運
用
の
点
で
は
、こ
れ
か
ら

が
本
番
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、　
年
度
は
、現
在
の
と
こ
ろ

23

工
事
の
対
象
本
数
は
未
定
で
す
が
、業

務
委
託
は
　
件
を
予
定
し
、改
正
条
例

16

に
基
づ
き
、継
続
雇
用
確
保
の
観
点
か

ら
、原
則
と
し
て
期
間
を
５
年
と
す
る

長
期
継
続
契
約
に
し
た
い
考
え
で
す
。

　
ま
た
、浅
間
下
排
水
ポ
ン
プ
場
建
設

工
事
の
委
託
は
、公
契
約
条
例
の
直
接

の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、日
本
下
水

幅
員
や
隅
切
り
が
一
部
分
で
確
保
で

き
な
い
状
態
に
な
り
、現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
が
、こ
の
間
に
、市
担
当
が
居

住
者
に
塀
な
ど
の
撤
去
を
指
導
し
た

記
録
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、両
地
権
者

か
ら
団
地
内
の
位
置
指
定
道
路
を
市

に
寄
附
し
た
い
と
の
要
望
が
出
さ
れ
、

市
担
当
で
は
、幅
員
な
ど
が
確
保
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
寄
附
は
受

け
ら
れ
な
い
と
し
て
い
ま
し
た
が
、こ

れ
ま
で
の
経
過
か
ら
、市
と
し
て
責
任

を
持
っ
て
対
処
す
べ
き
と
考
え
、弁
護

士
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、地
権
者
に
対

す
る
一
義
的
な
責
任
は
借
地
人
の
市

に
あ
る
た
め
、道
路
寄
附
の
障
害
と
な

る
塀
や
生
垣
な
ど
の
撤
去
を
公
費
で

行
う
こ
と
も
や
む
を
得
な
い
と
の
こ

と
で
し
た
の
で
、　
年
度
当
初
予
算
案

23

に
関
係
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

◆
自
治
会
長
会
議
な
ど
の
訴
訟
　
　20

年
１
月
　
日
に
皆
川
氏
ほ
か
２
人
か

25

達
成
さ
れ
た
た
め
今
議
会
に
同
条
例

の
廃
止
条
例
案
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

◆
学
童
保
育
所
の
整
備
　
４
月
開
設

予
定
の
宮
崎
、
み
ず
き
、
南
部
の
新

設
学
童
保
育
所
は
、１
年
生
か
ら
３
年

生
ま
で
の
全
児
童
を
対
象
に
保
護
者

説
明
会
を
開
催
し
、
新
設
学
童
保
育

所
の
概
要
、
入
所
手
続
と
運
営
ル
ー

ル
を
説
明
し
、
保
護
者
か
ら
は
、
既

存
学
童
保
育
所
と
の
相
違
点
、
送
迎

時
の
駐
車
場
所
、建
物
の
構
造
、設
備

な
ど
の
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
入
所
希
望
児
童
は
、
開
設
前

で
も
、新
設
学
童
に
配
属
さ
れ
る
指
導

員
が
児
童
や
保
護
者
と
面
会
し
て
情
報

交
換
を
す
る
な
ど
、ス
ム
ー
ズ
に
保
育

に
入
れ
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
ま
す
。

　
昨
年
　
月
と
　
月
に
開
設
し
た
学

10

11

童
保
育
所
を
含
め
、新
設
学
童
に
関
係

す
る
　
小
学
校
区
の
本
年
４
月
の
入

11

日
付
け
で
締
結
し
、実
質
的
に
条
例
適

用
に
準
じ
た
取
り
扱
い
と
し
て
い
ま
す
。

◆
旧
公
営
住
宅
の
道
路
寄
附
に
係
る

物
件
撤
去
と
新
設
工
事
　
柳
沢
畔
ケ

谷
団
地
と
上
花
輪
香
取
前
団
地
は
、市

が
借
地
し
、道
路
位
置
指
定
を
受
け
、

昭
和
　
年
か
ら
　
年
に
か
け
て
建
設

28

29

し
た
公
営
住
宅
で
す
が
、当
時
の
入
居

者
か
ら
の
要
望
で
、　
年
３
月
　
日
限

45

31

り
で
公
営
住
宅
の
用
途
を
廃
止
し
、入

居
者
に
建
物
を
払
い
下
げ
、そ
の
際
、

市
と
地
権
者
と
居
住
者
の
３
者
間
で
、

市
が
地
権
者
か
ら
借
地
し
、
居
住
者

に
転
貸
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
賃

貸
借
契
約
を
締
結
し
、市
が
地
権
者
に

地
代
を
支
払
い
、
同
額
と
な
る
よ
う

各
居
住
者
か
ら
地
代
を
納
め
て
も
ら

う
形
で
契
約
更
新
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、払
い
下
げ
か
ら
　
年
以
上

40

経
過
す
る
間
に
、柳
沢
畔
ケ
谷
団
地
で

は
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
建
て
ら
れ
、上
花
輪

香
取
前
団
地
で
は
生
垣
や
樹
木
が
茂

る
な
ど
、道
路
位
置
指
定
に
規
定
す
る

諸
般
の
報
告

◆社会福祉施設整備基金指定寄附
金…葛４１万４，７２６円＝野田ガス株式
会社取締役社長今成英明様（宮崎）
葛１０万円＝野田商工会議所女性会様
（中野台）葛１０万円＝良惠男会会長小
澤克夫様（山崎）
◆公立保育所に…葛保育遊具１２個
（１２万６，０００円相当）＝社団法人中山
馬主協会会長西川賢様（船橋市）
◆交通安全対策指定寄附金…葛１０
万円＝株式会社井上オート様（下三
ケ尾）
◆災害時の非常用飲料水として…葛ペ
ットボトル入り飲料水５，０００本（６０万円
相当）＝利根コカ・コーラボトリング株
式会社代表取締役社長マイケル・クー
ムス様（中根）

寄　附

道
事
業
団
と
の

間
で「
野
田
市

公
共
下
水
道
浅

間
下
排
水
ポ
ン

プ
場
の
建
設
工

事
委
託
に
係
る

入
札
等
事
務
手

続
に
関
す
る
覚

書
」を
１
月
　27

過密化解消に向けて（写真は宮崎第二学童）

判
断
し
て
今
後
の
議
会
に
条
例
案

を
提
案
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
公
契
約
条
例
　
昨
年
９
月
議
会

で
条
例
の
一
部
を
改
正
し
、
業
務

委
託
契
約
に
も
導
入
す
る
こ
と
と

し
た
来
年
度
の
職
種
別
賃
金
は
、

施
設
の
清
掃
業
務
は
本
年
度
と
同

じ
１
時
間
当
た
り
　
円
以
上
で
す

829

が
、
施
設
設
備
の
運
転
管
理
と
保

守
点
検
は
千
　
円
以
上
、
文
化
会

480

館
の
舞
台
設
備
の
運
転
管
理
は
千

円
以
上
と
、
本
年
度
と
比
較
し
て



京

金
が
懇
親
会
費
に
充
当
さ
れ
て
い
る

た
め
、こ
の
よ
う
な
会
議
な
ど
を
行
う

こ
と
は
、特
段
違
法
で
な
く
、裁
量
で

行
い
得
る
も
の
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
総
会
記
念
品
も
、
自
治

会
連
合
会
の
目
的
達
成
の
た
め
、
煩

雑
な
事
務
を
地
域
住
民
の
た
め
日
々

こ
な
し
て
い
る
自
治
会
長
な
ど
に
、

自
治
会
連
合
会
か
ら
１
年
間
の
労
を

ね
ぎ
ら
い
、
感
謝
の
意
を
表
す
る
た

め
記
念
品
を
贈
呈
す
る
こ
と
は
、
自

治
会
連
合
会
の
目
的
に
沿
っ
た
財
源

の
使
用
と
い
え
、
補
助
金
が
違
法
に

使
わ
れ
た
と
は
い
え
な
い
と
判
断
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
原
告
か
ら
控
訴
期
間
内
に

控
訴
状
が
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、

判
決
ど
お
り
に
市
が
勝
訴
し
た
形
で

本
訴
訟
は
終
了
し
ま
し
た
。

事
業
の
う
ち
、
　
事
業
が
実
施
済
み

20

で
、
冠
事
業
は
　
事
業
を
決
定
し
、

29

　
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

27　
市
が
行
う
冠
事
業
は
、１
月
　
日
か

15

ら
　
日
ま
で
鈴
木
貫
太
郎
記
念
館
で

28
特
別
展「
新
収
蔵
品
展
」を
開
催
し
、

入
館
者
数
は
千
　
人
で
、併
せ
て
、１

473

月
　
日
に
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
で

15
実
施
し
た
平
和
講
演
会
で
は
、
作
家

の
 半
  藤
  一
 

は
ん
 ど
う
 か
ず

 利
 氏
の「
鈴
木
貫
太
郎
元

と
し

首
相
が
も
た
ら
し
た
平
和
に
つ
い
て
」

の
講
演
に
約
　
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

250

　
ま
た
、
も
う
１
つ
の
市
実
施
の
冠

事
業
で
あ
る「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」は
、

ゲ
ス
ト
に
北
島
三
郎
さ
ん
、都
は
る
み

さ
ん
を
迎
え
、１
月
　
日
に
文
化
会
館

30

で
実
施
さ
れ
、
　
組
の
予
選
を
勝
ち

250

抜
い
た
　
組
が
得
意
の
歌
を
披
露
す

20

る
姿
や
、熱
気
あ
ふ
れ
る
会
場
の
様
子

が
　
時
　
分
か
ら
　
時
ま
で
全
国
に

12

15

13

る
実
施
地
域
の
選
定
作
業
」に
て
、全

国
　
件
の
１
つ
と
し
て
野
田
市
が
選

13
ば
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
新
年
度
早
々
の
求
職
者
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
向
け
、

モ
デ
ル
事
業
の
共
通
認
識
を
図
る
と

と
も
に
、専
門
相
談
や
就
労
相
談
へ
の

橋
渡
し
な
ど
、連
絡
・
調
整
役
と
し
て
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
は
じ
め
と
し
た
関

係
機
関
で
構
成
す
る
「
野
田
市
パ
ー

ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
連
絡
会
」

を
開
催
し
、準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

ら
千
༿
地
方
裁
判
所
に
訴
状
が
提
出

さ
れ
、
口
಄
ห

が
２
回
、
ห

準

備
手
続
が
　
回
開
催
さ
れ
、
本
年
２

14

月
１
日「
原
告
の
請
求
を
غ
٫
す
る
。

訴
訟
費
用
は
原
告
の
負
担
と
す
る
。」

と
の
判
決
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
司
法
の
場
で
、
自
治
会
長
会
議
な

ど
に
関
す
る
市
の
主
張
が
正
し
い
と

認
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
訴
訟
は
、原
告
が
　
年
度
野
田
市
自

19

治
会
長
会
議
の
た
め
支
出
し
た
費
用

と
野
田
市
自
治
会
連
合
会
へ
の
　
年
19

度
補
助
金
の
う
ち
総
会
記
念
品
代
に

充
て
ら
れ
た
部
分
が
違
法
と
し
た
も

の
で
、自
治
会
長
会
議
が
慰
安
な
い
し

懇
親
を
目
的
と
し
た
温
泉
旅
行
と
し

た
主
張
や
総
会
記
念
品
の
必
要
は
な

い
な
ど
の
主
張
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
判
決
で
は
、自
治
会
長
会
議
は
、研

修
で
市
政
の
現
状
の
説
明
を
直
接
行

い
、市
が
作
成
し
た
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
紹
介
し
、洪
水
が
発
生
し
た
場

合
に
要
援
護
者
を
把
握
す
る
た
め
に

自
治
会
長
に
協
力
要
請
な
ど
が
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、視
察

も
、指
定
管
理
者
制
度
を
先
行
し
て
取

り
入
れ
た
施
設
の
実
態
を
知
る
た
め

の
も
の
で
、２
日
間
の
日
程
の
う
ち
、

観
光
と
し
て
時
間
を
使
っ
た
事
情
も

認
め
ら
れ
ず
、会
議
終
了
後
行
わ
れ
た

懇
親
会
も
、各
自
が
自
由
に
過
ご
し
う

る
時
間
に
行
わ
れ
、自
治
会
長
等
負
担

向
け
て
公
開
生
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

◆
野
田
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
　

市
が
建
物
を
無
償
で
譲
り
受
け
、
今

後
も
地
域
の
職
業
訓
練
の
拠
点
と
し

て
活
用
す
る
方
針
で
３
月
中
の
引
き

渡
し
に
向
け
、
雇
用
・
能
力
開
発
機

構
と
の
諸
手
続
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
の
管
理
・
運
営
は
、土
地

と
と
も
に
施
設
を
市
の
普
通
財
産
に

位
置
付
け
、
職
業
訓
練
法
人
野
田
地

域
職
業
訓
練
協
会
に
無
償
貸
付
し
、

市
が
商
工
会
議
所
と
運
営
費
補
助
を

行
う
こ
と
で
、
運
営
を
継
続
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
今
議
会
に
財
産
の
無

償
貸
付
の
議
案
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

◆
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
サ
ー
ビ

ス
・
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
　
昨

年
　
月
　
日
に
国
の「
セ
ー
フ
テ
ィ
・

12

10

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
実
現
チ
ー
ム
に
お
け

　
な
お
、モ
デ
ル
事
業
の
実
施
に
当
た

り
、本
年
度
中
の
業
務
委
託
契
約
の
締

結
が
条
件
で
あ
る
こ
と
か
ら
、今
議
会

の
補
正
予
算
に
債
務
負
担
行
為
の
設

定
と
新
年
度
予
算
案
に
モ
デ
ル
事
業

実
施
の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

◆
女
流
名
人
位
戦
　
１
月
　
日
、関

30

根
名
人
記
念
館
対
局
室
で
、ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
杯
第
　
期
女
流
名
人
位
戦
五
番

37

勝
負
・
第
２
局
が
、
里
見
香
奈
女
流

名
人
と
挑
戦
者
の
清
水
市
代
女
流
六

段
と
で
行
わ
れ
、
大
熱
戦
の
結
果
、

里
見
香
奈
女
流
名
人
が
勝
ち
ま
し
た
。

◆
消
防
関
係
　
消
防
指
令
業
務
の
共

同
運
用
は
、松
戸
市
消
防
局
が
整
備
主

体
と
な
り
、　
年
４
月
か
ら
の
共
同
指

25

令
セ
ン
タ
ー
運
用
開
始
に
向
け
、「
松
戸

市
ほ
か
５
市
消
防
指
令
事
務
協
議
会
規

約（
案
）」が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
規

約
案
を
今
議
会
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

◆
国
勢
調
査
の
結
果
　
人
口
と
世
帯

数
は
、２
月
９
日
に
県
か
ら
速
報
が
公

表
さ
れ
、市
の
人
口
は
　
万
５
千
　
人
、

15

446

世
帯
数
は
５
万
８
千
　
世
帯
で
、前

40

回
、　
年
の
国
勢
調
査
と
比
較
し
ま
す

17
と
、人
口
で
４
千
　
人
の
増
、世
帯
数

206

で
は
５
千
　
世
帯
の
増
で
し
た
。

693

◆
弓
道
場
建
設
工
事
　
春
風
館
道
場

内
駐
車
場
跡
地
に
４
月
１
日
の
開
場

に
向
け
、
工
事
を
進
め
、
今
議
会
に

関
係
条
例
案
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

◆
北
部
小
学
校
の
学
級
増
へ
の
対
応

　
第
３
プ
レ
ハ
ブ
校
舎（
普
通
教
室
４

半藤氏の講演では鈴木貫太郎翁の功績が語られた

教
室
）と
プ
レ
ハ
ブ
給
食
配
膳
室
を
設

置
し
ま
し
た
。給
食
配
膳
室
は
、北
部

小
の
給
食
調
理
食
数
で
は
不
足
す
る

分
を
、北
部
小
と
同
じ
食
材
、同
じ
献

立
の
給
食
を
隣
接
す
る
七
光
台
小
で

調
理
し
、専
用
の
運
搬
車
で
温
か
い
う

ち
に
北
部
小
に
搬
送
す
る「
親
子
給
食

方
式
」を
実
施
す
る
た
め
の
受
入
施
設

で
、新
学
期
か
ら
親
子
方
式
を
円
滑
に

実
施
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
市
制
施
行
　
周
年
記
念
事
業
　
市

６０

民
提
案
事
業
は
２
月
　
日
現
在
で
　

20

23



　
平
成
　
年
第
１
回
定
例
市
議
会

23

で
、　
年
度
の
一
般
会
計
や
６
つ

23

の
特
別
会
計
な
ど
の
予
算
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
予
算

は
、
一
般
会
計
が
　
億
１
千
　
万

471

700

　
一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
市
税
は

法
人
市
民
税
と
固
定
資
産
税
の
増
が

見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
厳
し
い
雇
用

情
勢
か
ら
、
個
人
市
民
税
６
億
５
千

　
万
円
の
大
幅
減
が
見
込
ま
れ
、
全

355体
と
し
て
４
億
６
千
　
万
円
の
大
幅

942

減
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
一
方
で
、
地
方
交
付
税
は
　
億
７

10

千
　
万
円
の
増
、
国
庫
支
出
金
に
つ

93
い
て
は
生
活
保
護
費
、
子
ど
も
手
当

等
の
歳
出
の
増
に
伴
い
　
億
２
千
　

12

920

万
円
の
増
は
あ
る
も
の
の
、
自
動
車

取
得
税
交
付
金
は
３
千
　
万
円
の
減

293

な
ど
が
見
込
ま
れ
、必
要
な
一
般
財
源

の
確
保
が
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、　
年
度
は
、
６
月
で
合

23

併
後
８
年
を
迎
え
る
と
と
も
に
、　20

年
度
か
ら
後
期
基
本
計
画
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
総
合
計
画
に
沿
っ
て
、

合
併
時
に
市
民
に
約
束
し
た
「
行
政

サ
ー
ビ
ス
は
基
本
的
に
そ
の
水
準
を

落
と
さ
な
い
」
と
い
う
新
し
い
野
田

市
の
行
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
の

も
と
、
将
来
を
見
据
え
た
予
算
編
成

と
な
る
よ
う
に
、
行
政
改
革
の
実
施

計
画
で
あ
る
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

を
確
実
に
進
め
、
経
費
の
聖
域
な
き

見
直
し
を
行
い
、「
市
民
が
本
当
に
合

併
し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。

　
主
な
事
業
　

◎
総
務
費

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業
／

市
民
便
利
帳
作
成
事
業
／
住
民
基
本

台
帳
法
の
改
正
に
伴
う
電
算
機
使
用

料
／
野
田
公
民
館
及
び
中
央
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
会
館
指
定
管
理
料
な
ど

◎
民
生
費

◆
社
会
福
祉
関
係
＝
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
事
業
／
障
が
い
者
施
設
支
援
給
付
費

／
障
が
い
者
総
合
相
談
・
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー
事
業
／
国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
改
定
幅
を
抑
制
す
る
た
め
の
制

度
外
繰
出
金
の
増
額
／
島
会
館
冷
暖

房
設
備
事
業
な
ど

◆
高
齢
者
福
祉
関
係
＝
地
域
密
着
型

介
護
基
盤
緊
急
整
備
補
助
金
／
緊
急

雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
基
金
事
業

で
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
介
護

支
援
専
門
員
賃
金
な
ど

◆
児
童
福
祉
関
係
＝
昨
年
　
月
か
ら

12

平成２３年度
予 算 概 要　

一
般
会
計
や
特
別
会
計
な
ど
総
額
　
億
８
千
　
万
３
千
円

821

619

と
す
る
平
成
　
年
度
予
算
が
、第
１
回
定
例
市
議
会
で
審
議

23

さ
れ
ま
し
た
。
必
要
な
財
源
の
確
保
が
厳
し
い
状
況
の
中

で
、合
併
特
例
債
活
用
の
　
事
業
や
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ

15

ー
の
運
営
な
ど
に
取
り
組
み
つ
つ
、さ
ら
な
る
行
政
改
革
を

進
め
、
経
費
の
聖
域
な
き
見
直
し
を
行
い
、
一
般
会
計
は
対

前
年
度
比
で
６
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
　
億
１
千
　
万
円
と
な
り

471

700

ま
し
た
。
本
号
で
は
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■予算規模                             　　     　   単位：千円、％

△は減を表す

増減率増減額平成22年度
当 初 予 算

平成23年度
当 初 予 算区　　分

6.02,651,00044,466,00047,117,000一 般 会 計

1.3232,10018,095,00018,327,100国民健康保険
特 別 会 計

特
　

別
　

会
　

計

12.2398,0003,249,0003,647,000下 水 道 事 業
特 別 会 計

皆減△18,80018,8000老 人 保 健
特 別 会 計

26.342,000160,000202,000用 地 取 得
特 別 会 計

5.7390,1006,890,9007,281,000介 護 保 険
特 別 会 計

△2.3△9,700413,000403,300次木親野井特定土地区
画整理事業特別会計

△9.4△111,8001,194,4001,082,600後期高齢者医療
特 別 会 計

3.1921,90030,021,10030,943,000小 計

3.6142,2733,983,9204,126,193水 道 事 業 会 計

4.73,715,17378,471,02082,186,193合 計
詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫

■市税の内訳  　　　　   単位：千円、％

構成比平成２３年度
当 初 予 算区　　分

42.69,387,250市 民 税
47.210,375,709固 定 資 産 税
1.0221,896軽 自 動 車 税
4.3941,782た ば こ 税
0.0186特別土地保有税
4.91,084,387都 市 計 画 税
100.022,011,210合 計

詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫

供

　
　
　
　
　
　
　（
　
面
へ
つ
づ
く
）

12

合
併
特
例
債
活
用
の
　
事
業
や

15

    地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
運
営
な
　
　
ど 

　
　
      ～
さ
ら
な
る
行
政
改
革
で
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
応
～

地域職業訓練の拠点として運営を継地域職業訓練の拠点として運営を継続続

円
で
対
前
年
度
比
で
６
パ
ー
セ
ン
ト

の
増
、
６
つ
の
特
別
会
計
が
　
億
４

309

千
　
万
円
で
３
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
の

300
増
、
水
道
事
業
会
計
が
　
億
２
千
　

41

619

万
３
千
円
で
３
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
の

増
と
な
り
、
全
体
で
　
億
８
千
　
万

821

619

３
千
円
、４
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と

な
り
ま
し
た
。



設
事
業
／
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時

特
例
基
金
事
業
で
の
不
法
投
棄
巡
回

及
び
収
集
運
搬
業
務
委
託
料
な
ど

◎
労
働
費

　
無
料
職
業
紹
介
相
談
員
賃
金
／
職

業
訓
練
法
人
野
田
地
域
職
業
訓
練
協

会
補
助
金
／
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨

時
特
例
基
金
事
業
で
の
パ
ー
ソ
ナ
ル・

サ
ポ
ー
ト
・
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
委
託
料
な
ど

◎
農
林
水
産
業
費

　
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
の
確
立
に
向

੍

が
拡
ॆ
さ
Ε
た
子
ど

ҩ
ྍ
費

助

事
業
費
を
Ӵ
生
費
か
ら
組
ସ
͑

ܭ
上
／
子
ど

手

／
ཆ
育
ऀ
支
援

手

／
学
ಐ
อ
育
ॴ
管
理
運
Ӧ
委
託

費
の
૿
ֹ
／
อ
育
ॴ
緊
急
整
備
事
業

補
助
金
な
ど

◎
衛
生
費

◆
保
健
衛
生
関
係
＝
妊
婦
一
般
健
康

診
査
に
H
T
L
V
 
１
抗
体
検
査
等

の
追
加
／
子
宮
 頸
 が
ん
ワ
ク
チ
ン
予

け
い

防
接
種
委
託
料
な
ど

◆
清
掃
関
係
＝
不
燃
物
処
理
施
設
建

－

け
た
取
組
の
一
環
と
し
て
玄
米
黒
酢

農
法
補
助
金
／
混
合
堆
肥
の
運
搬
散

布
等
の
費
用
／
稲
わ
ら
牛
ふ
ん
堆
肥

の
試
験
生
産
に
か
か
る
費
用
な
ど

◎
商
工
費

　
原
油
価
格
高
騰
対
策
等
利
子
補
給

金
／
企
業
誘
致
奨
励
金
な
ど

◎
土
木
費

◆
道
路
橋
り
ょ
う
・
河
川
関
係
＝
浸

水
対
策
と
し
て
排
水
整
備
事
業
に
重

点
配
分
／
合
併
関
連
事
業
で
の
船
形

吉
春
線
道
路
改
良
や
江
戸
川
左
岸
連

絡
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
道
路

等
整
備
事
業
／
六
丁
四
反
水
路
改
修

事
業
／
舗
装
新
設
、
河
川
整
備
事
業

／
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
基

金
事
業
で
の
道
路
後
退
整
備
事
業
調

査
業
務
委
託
料
な
ど

◆
区
画
整
理
関
係
＝
愛
宕
駅
周
辺
整

備
事
業
／
野
田
市
駅
西
土
地
区
画
整

理
事
業
／
梅
郷
駅
西
土
地
区
画
整
理
事

業
／
東
新
田
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど

◆
街
路
関
係
＝
梅
郷
西
駅
前
線
道
路

改
良
事
業
／
鉄
道
高
架
事
業
／
合
併

関
連
事
業
で
の
愛
宕
駅
東
口
交
通
結

節
点
改
善
事
業
、
川
間
駅
北
口
駅
前

広
場
整
備
事
業
な
ど

◆
自
然
環
境
保
護
関
係
＝
江
川
地
区

自
然
環
境
整
備
事
業
／
ふ
る
さ
と
雇

用
再
生
特
別
基
金
事
業
で
の
江
川
地

区
自
然
環
境
維
持
管
理
業
務
委
託

料
な
ど

◎
消
防
費

　
化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
費

／
消
防
団
分
団
器
具
置
場
新
築
工
事

／
消
防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
県
域

共
同
整
備
費
な
ど

◎
教
育
費

◆
学
校
関
係
＝
合
併
関
連
事
業
で
の

ト
イ
レ
改
修
事
業
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

教
室
空
調
設
備
設
置
工
事
／
学
力
向

上
専
門
委
員
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ

ー
配
置
事
業
／
緊
急
雇
用
創
出
事
業

臨
時
特
例
基
金
事
業
で
の
I
C
T
支

援
員
活
用
事
業
／
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

ト
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
配
置
事
業
／
学
校

図
書
室
蔵
書
整
理
事
業
／
５
年
生
算

数
指
導
助
手
配
置
事
業
な
ど

◆
社
会
教
育
・
保
健
体
育
関
係
＝
中
央

公
民
館
空
調
設
備
更
新
工
事
／
総
合

公
園
体
育
館
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー

ル
改
修
工
事
／
関
宿
総
合
公
園
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
拡
張
工
事
／
緊
急
雇

用
創
出
事
業
臨
時
特
例
基
金
事
業
で

の
埋
蔵
文
化
財
整
理
作
業
委
託
料
な
ど

【
問
合
せ
】
財
政
課

■歳出（一般会計）　　　　　　　　　　　　　     単位：千円、％

増減額平成22年度
当 初 予 算構成比平成 23年度

当 初 予 算区　　　分

87,675３58,8540.9446,529議 会 費
57,3734,459,9979.64,517,370総 務 費

2,379,34815,194,12237.317,573,470民 生 費
△237,6924,084,4498.13,846,757衛 生 費
15,365８5,6800.2101,045労 働 費

△84,503８27,3461.6742,843農 林 水 産 業 費
△43,595498,9131.0455,318商 工 費
386,0376,692,59515.07,078,632土 木 費
46,3881,691,8713.71,738,259消 防 費

△25,1274,741,34910.04,716,222教 育 費
020.02災 害 復 旧 費

24,7384,913,14310.54,937,881公 債 費
41,982748,6761.7790,658諸 支 出 金
3,011１69,０030.4172,014予 備 費

2,651,00044,466,000100.047,117,000歳 出 合 計
詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫

増減額平成22年度
当 初 予 算構成比平成 23年度

当 初 予 算区　　　分

△469,42722,480,63746.722,011,210市 税
5,200452,8001.0458,000地 方 譲 与 税

△6,65359,9180.153,265利 子 割 交 付 金
152,0181,157,3822.81,309,400地 方 消 費 税 交 付 金
91221,5840.022,496配 当 割 交 付 金
1,45512,5000.013,955株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金

△9,737194,1000.4184,363ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金
△32,925189,1120.3156,187自 動 車 取 得 税 交 付 金
10,133257,8670.6268,000地 方 特 例 交 付 金

1,070,9343,030,3938.74,101,327地 方 交 付 税
△1,20324,3990.123,196交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金
592566,8051.2567,397分 担 金 及 び 負 担 金

△73,9021,237,3082.51,163,406使 用 料 及 び 手 数 料
1,229,2035,200,49513.66,429,698国 庫 支 出 金
503,8412,441,3456.32,945,186県 支 出 金
△50,97261,7400.010,768財 産 収 入

010,1050.010,105寄 附 金
2,651690,4671.5693,118繰 入 金
100,000750,0001.8850,000繰 越 金
△44,6201,177,3432.41,132,723諸 収 入
263,5004,449,70010.04,713,200市 債
2,651,00044,466,000100.047,117,000歳 入 合 計

詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫

■歳入（一般会計）　　　　　　　　　　　　　   　　 単位：千円、％

△は減を表す

△は減を表す

侠
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投開票状況はホームページで投開票状況はホームページでもも

 監
査
結
果

◆
定
期
監
査
結
果

　
平
成
　
年
度
の
定
期
監
査
の
結

22

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
期
間
】平
成
　
年
９
月
８
日
～
　

22

23

年
2
月
　
日
22

【
対
象
部
局
】企
画
財
政
部
、消
防
、

保
健
福
祉
部
、
児
童
家
庭
部
、
土

木
部
、
会
計
管
理
者
、
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
、
監
査
委
員
事
務

局
、
農
業
委
員
会
事
務
局
、
水
道

部
、
都
市
部
、
議
会
事
務
局
、
民

生
経
済
部
、
生
涯
学
習
部
、
学
校

教
育
部
、
環
境
部
、
総
務
部

【
監
査
の
結
果
】財
務
に
関
す
る
事

務
の
執
行
は
、
お
お
む
ね
適
正
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。

　
な
お
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
コ

ス
ト
意
識
を
持
つ
こ
と
、
ま
た
、

財
務
事
務
の
執
行
は
条
例
規
則
に

従
い
適
正
に
処
理
さ
れ
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
い
く
つ
か
改
善

を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
事
項
に
つ

い
て
の
検
討
を
要
望
す
る
。

【
監
査
委
員
】
染
谷
肇
・
野
口
義
雄

※
全
文
は
、市
役
所
・
い
ち
い
の
ホ

ー
ル
の
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す

【
問
合
せ
】
監
査
委
員
事
務
局

　
任
期
満
了
に
伴
う
千
葉
県
議
会
議

員
選
挙
が
、
４
月
　
日
日
に
行
わ
れ

10

ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
思
を
県
政
に
反

映
さ
せ
る
貴
重
な
機
会
で
す
。
棄
権

せ
ず
、
各
候
補
の
政
策
や
意
見
な
ど

を
よ
く
聞
い
て
、
必
ず
投
票
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
投
票
で
き
る
方
】
平
成
３
年
４
月

　
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
　
年
　

11

22

12

月
　
日
以
前
か
ら
野
田
市
に
住
ん
で

31
い
る
方
か
、
ほ
か
の
市
区
町
村
か
ら

転
入
し
、　
年
　
月
　
日
以
前
に
野

22

12

31

田
市
に
転
入
の
届
出
を
し
た
方

  千
葉
県
議
会
議
員
選

千
葉
県
議
会
議
員
選
挙挙

      ４
月
４
月
　
日日
日日
はは
投
票
日

投
票
日

1010
　
な
お
、　
年
１
月
１
日
以
降
に
千

23

葉
県
内
か
ら
野
田
市
に
転
入
届
出
を

し
た
方
は
、
市
内
で
は
投
票
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
投
票
所
入
場
整
理
券
】
郵
送
で
配

布
。
圧
着
式
の
は
が
き
で
４
人
連
記

式
の
た
め
、
は
が
き
裏
面
の
左
下
の

角
か
ら
開
い
て
各
自
切
り
離
し
、
本

人
が
投
票
所
へ
持
参

期
日
前
投
票
と
不
在
者
投
票

　
期
日
前
投
票
と
不
在
者
投
票
の
期

間
は
、
４
月
２
日
土
か
ら
９
日
土
ま

で
の
８
時
　
分
か
ら
　
時
ま
で
で
、

30

20

場
所
は
、
市
役
所
２
階
中
会
議
室
と

い
ち
い
の
ホ
ー
ル
４
階（
関
宿
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
会
館
集
会
室
第
３
）で
す
。

　
な
お
、
本
人
の
投
票
所
入
場
整
理

券
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

第
７
投
票
所
が
東
部
中
体
育
館
に

　
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
で
被
災

さ
れ
た
方
の
避
難
場
所
と
し
て
施
設

を
使
用
す
る
た
め
、
第
７
投
票
区
の

投
票
所
を「
東
部
公
民
館
」か
ら「
東

部
中
学
校
体
育
館
」に
変
更
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
選
挙
管
理
委
員
会

【
投
票
時
間
】
７
時
～

【
投
票
時
間
】
７
時
～
　
時時
２０２０

【
開
票
】

時

分
～
野
田
市
総
合
公
園
体
育
館

【
開
票
】　
時
　
分
～
野
田
市
総
合
公
園
体
育
館
でで

２１２１

１５１５

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

  計
画
や
大
綱
が
ス
タ
ー
ト

　
市
で
は
、
新
た
な
環
境
課
題
や
児

童
虐
待
問
題
に
対
応
し
よ
う
と
、「
環

境
基
本
計
画
」と「
子
育
て
支
援
・
児

童
虐
待
防
止
総
合
対
策
大
綱
」を
見

直
す
た
め
、パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

手
続
な
ど
で
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
、

審
議
会
や
協
議
会
の
審
議
を
経
て
、

４
月
１
日
か
ら
の
新
し
い
方
針
を
策

定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
環
境
基
本
計
画

　
市
で
は
、
平
成
　
年
３
月
に
策
定

11

し
た「
野
田
市
環
境
基
本
計
画
」に
基

づ
き
、
環
境
保
全
施
策
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
計
画
期
間
が
　
年
度
で

22

終
了
す
る
こ
と
か
ら
、昨
年
２
月
、「
野

田
市
環
境
審
議
会（
出
口
浩
会
長
）」

に
、
同
計
画
の
改
訂
を
諮
問
し
、
２

月
　
日
、
同
審
議
会
か
ら
答
申
が
な

25
さ
れ
ま
し
た
。

　
答
申
を
受
け
、
３
月
末
に
改
訂
し

た
「
野
田
市
環
境
基
本
計
画
」
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
環
境
基
本
計
画
を
継
承

し
つ
つ
、生
物
多
様
性
の
確
保
、循
環

型
社
会
の
構
築
、地
球
温
暖
化
の
防
止

な
ど
、
新
た
な
環
境
課
題
へ
的
確
に

対
応
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

◆
子
育
て
支
援
・
児
童
虐
待
防
止
総

合
対
策
大
綱

　
児
童
虐
待
の
未
然
防
止
や
早
期
発

見
と
保
護
な
ど
に
対
応
し
よ
う
と
、　１４

年
２
月
に「
野
田
市
子
育
て
支
援
・
児

童
虐
待
防
止
総
合
対
策
大
綱
」を
策

定
し
、児
童
相
談
係
や
S
O
S
電
話
の

設
置
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
国
の
法
改
正
と
虐
待
に

よ
る
重
大
事
例
の
検
証
結
果
報
告
な

ど
を
踏
ま
え
て
、「
野
田
市
要
保
護
児

童
対
策
地
域
協
議
会（
栗
原
 恪
  直
 会

た
だ
 な
お

長
）」に
、
同
大
綱
の
見
直
し
を
検
討

い
た
だ
き
、
３
月
１
日
、
了
承
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
３
月
末
に
策
定
し
た
同
大
綱
で
は
、

「
児
童
の
安
全
を
最
優
先
す
る
」方
針

を
明
記
し
、
保
護
者
の
虐
待
の
悩
み

や
育
児
不
安
を
解
消
し
、子
育
て
力
向

上
を
目
指
す
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、

虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
の
支
援
体
制

を
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
環
境
基
本
計
画
は
環
境

保
全
課
、
子
育
て
支
援
・
児
童
虐
待

防
止
総
合
対
策
大
綱
は
児
童
家
庭
課

４
月
１
日
か
ら
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距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

　
市
営
と
民
営
の
駐
輪
場
の
料
金
負

担
の
均
衡
を
考
慮
し
、
市
で
は
市
内

の
民
営
駐
輪
場
の
学
生
利
用
者
に
、

市
営
の
使
用
料
と
の
差
額（
月
額
上
限

　
円
）を
助
成
し
て
い
ま
す
。

500【
対
象
者
】
市
内
在
住
で
、
住
民
基

本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
、
外

国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
で
、
通
学
・
通
園
の
た
め
に
平
成

民
営
駐
輪
場
利
用
の
学
生
に
助
成

　
年
　
月
１
日
～
　
年
３
月
　
日
に

22

10

23

31

民
営
の
駐
輪
場
を
使
用
し
た
学
生
か

保
護
者

【
申
込
期
間
】
４
月
１
日
金
～
　28

日
木

【
添
付
書
類
】
領
収
書（
原
本
）、
学

生
証
（
コ
ピ
ー
可
）、
振
込
先
口
座
の

わ
か
る
も
の

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
市
民
生
活
課

　
聴
覚
障
が
い
者
の
方
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
の
た
め
、市
で
は
、

平
成
　
年
６
月
か
ら
市
役
所
の
社
会

19

福
祉
課
窓
口
に
火
曜
日
の
９
時
か
ら

　
時
ま
で
と
木
曜
日
の
　
時
か
ら
　

13

13

17

時
ま
で
、
手
話
通
訳
者
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　
新
た
に
４
月
　
日
か
ら
は
、
関
宿

15

支
所
で
も
金
曜
日
の
　
時
か
ら
　
時

13

17

ま
で
手
話
通
訳
者
を
設
置
し
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】社
会
福
祉
課

関
宿
支
所
に
も
手
話
通
訳
者

　
厳
し
い
雇
用
情
勢
が
続
く
中
、
市

で
は
、
新
た
な
雇
用
を
生
み
出
す
た

め
、
平
成
　
年
１
月
か
ら
、　
年
　

21

20

11

月
以
降
に
解
雇
さ
れ
た
離
職
者
を
３

か
月
以
上
、正
規
・
非
正
規
問
わ
ず
常

用
雇
用
し
た
事
業
主
に
対
し
、
月
給

の
　
パ
ー
セ
ン
ト
、最
高
で
１
万
５
千

10
円
の
奨
励
金
を
支
給
す
る
緊
急
雇
用

対
策
奨
励
金
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
奨
励
金
の
期
間
は
、　
年
３
月
に

23

終
了
の
予
定
で
し
た
が
、　
年
度
の

22

無
料
職
業
紹
介
所
の
相
談
者
の
延
べ

数
が
、　
年
度
の
約
２
倍
と
な
る
３

20

千
人
を
超
え
る
な
ど
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
雇
用
情
勢
が
続
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
緊
急
雇
用
対
策
と
し
て
、

　
年
度
も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

23　
な
お
、奨
励
金
の
対
象
と
な
る
事
業

主
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
市
の
無
料
職

業
紹
介
所
を
通
し
、市
内
在
住
の
離
職

者
を
雇
用
す
る
市
内
の
事
業
所
で
す
。

【
問
合
せ
】
商
工
課

緊
急
雇
用
対
策
奨
励
金
を
継
続

　
日
か
ら
公
共
施
設
の
一
部
休
館
の

18ほ
か
、
七
光
台
駅
・
清
水
公
園
駅
・
梅

郷
駅
の
自
由
通
路
の
照
明
減
や
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
停
止
を
行
っ
て
き
ま
し

　
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
影
響

を
受
け
て
、東
京
電
力
に
よ
る「
計
画

停
電
」が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、節
電
対
策
と
し
て
、３
月

問合せ先施　設　名

興風図書館
（７１２３-７６１１）

南・北・関宿コミュニテイ会館

興風・南・北・せきやど図書館

社会教育課中央コミュニテイ会館

社会教育課郷土博物館・市民会館・鈴木貫太郎記念館

各公民館又は
社会教育課各公民館（東部公民館を除く）

商工課関根名人記念館

人権施策推進課谷吉・七光台・島・関宿会館

文化センター
（７１２４-１５５５）文化センター

社会福祉課総合福祉会館

児童家庭課二川つどいの広場

高齢者福祉課老人福祉センター・中根地域福祉セン
ター・関宿福祉センターやすらぎの郷

清掃計画課リサイクル展示場

社会体育課
（７１２４-７９３０）

総合公園体育館・関宿総合公園体育館

福田・川間体育館

春風館道場

※各施設の開館時間は問い合わせください

■施設一覧防
災
・
防
犯
情
報
な
　

　
ど 

　
 ま
め
メ
ー
ル
で
携
帯
電
話
に
配
信

　
市
で
は
、
犯
罪
の
未
然
防
止
や
災

害
に
備
え
る
た
め
、
よ
り
早
く
情
報

を
お
知
ら
せ
す
る
方
法
と
し
て
、
携

帯
電
話
な
ど
の
電
子
メ
ー
ル
を
活
用

し
た
、安
全
安
心
メ
ー
ル「
ま
め
メ
ー

ル
」を
平
成
　
年
６
月
１
日
か
ら
開
始

21

し
ま
し
た
。

　
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
発
生
後

に
は
、市
内
の
被
害
状
況
や
計
画
停
電

な
ど
多
く
の
情
報
を
送
信
し
ま
し
た
。

登
録
は
携
帯
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら

　
携
帯
電
話
で
の
登
録
は
、「noda-r

eg@
m
lreg.tricorn.net

」に
空
メ

ー
ル
を
送
信（
右
下
の
登
録
用
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
読
み
込
む
こ
と
で
ア
ド
レ
ス

た
が
、
４
月
１
日
か
ら
は
照
明
を
使

用
し
な
い
こ
と
な
ど
を
条
件
に
施
設

を
開
館
し
ま
す
。
電
力
が
安
定
供
給

さ
れ
る
ま
で
は
夜
間
の
閉
館
や
自
由

通
路
の
節
電
を
継
続
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
東
部
公
民
館
を
避
難
所
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
も
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の「
安
全
安
心
メ
ー
ル『
ま

め
メ
ー
ル
』登
録
画
面
」か
ら
、
登
録

で
き
ま
す
。

※
登
録
は
無
料
で
す
が
、通
信
料
は
登

録
者
の
負
担
で
す

【
問
合
せ
】
企
画
調
整
課

　
市
で
は
、他
県
の
被
災
者
支
援

と
し
て
、東
部
公
民
館
に
定
員
　50

人
の
避
難
所
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
個
人
や
各
種
団
体
な
ど
多
く

の
皆
さ
ん
か
ら
食
材
や
生
活
用

品
の
提
供
な
ど
の
ご
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。あ
ら
た
め
て
、

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
問
合
せ
】
自
由
通
路
と
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
は
管
理
課
、
避
難

所
は
臨
時
広
域
災
害
支
援
対
策

本
部
☎
７
１
２
３
 
１
０
７
１

－

入
力
が
省
略
可
）す
る
と
、折

り
返
し
登
録
案
内
メ
ー
ル
が

届
き
ま
す
の
で
、
登
録
画
面

に
進
み
必
要
な
情
報
を
選
択

【登 録 用】
QRコード

４
月
１
日
か
ら
一
　

　
部 
公
共
施
設
を

　
　
　
照
明
な
　

　
ど 
使
用
制
限
で
開
館
へ



し
た
が
、
４
月
か
ら
は
そ
の
ま
ま
資

源
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
最
近
、
酒
類
で
使
用
さ
れ

る
乳
白
色
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
不

燃
ご
み
で
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課

　
市
で
は
、
ご
み
の
資
源
化
を
進
め

る
た
め
、皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

紙
類
、
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
を
集
団
資
源
回
収
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、電
子
レ
ン
ジ
の
本
体

は
資
源
ご
み
、
前
扉
は
不
燃
ご
み
で

電
子
レ
ン
ジ
は
資
源
ご
み
に

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、「
ち
ば
電

子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」の
画
面
に
進
み
、

利
用
方
法
や
規
約
な
ど
を
確
認
の
上
、

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
サ
ー
ビ
ス
の
詳
細
は
市
報
３
月
　15

日
号
４
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
行
政
管
理
課

　
４
月
１
日
鞘
か
ら
、
携
帯
電
話
で

も
住
民
票
の
写
し
や
所
得
証
明
書
な

ど
の
申
請
や
届
出
が
　
時
間
　
日（
保

24

365

守
点
検
日
を
除
く
）で
き
る「
ち
ば
電

子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」を
開
始
し
ま
す
。

　
利
用
に
は
、
登
録
手
続
き
が
必
要

で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
版
の

申
請
や
届
出
の
一
部
が
携
帯
電
話
で
も

競

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

で（
土
日
□祝 
は
除
く
）の
、
８
時
　
分
30

か
ら
　
時
　
分
ま
で
、
市
役
所
課
税

17

15

課
と
関
宿
支
所
で
、
無
料
で
縦
覧
で

き
ま
す
。

◆
価
格
に
不
服
の
あ
る
と
き

　
価
格
に
不
服
の
あ
る
方
は
、固
定
資

産
課
税
台
帳
に
価
格
な
ど
を
登
録
し

た
旨
の
公
示
の
日
か
ら
、
納
税
通
知

書
の
交
付
を
受
け
た
日
以
後
　
日
ま

60

で
に
、「
野
田
市
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
」
に
文
書
で
審
査
を
申
し
出

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】課
税
課
土
地
係
・
家
屋
係

　
平
成
　
年
度
の
固
定
資
産
課
税
台

23

帳
の
閲
覧
と
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
の
縦
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　
４
月
１
日
鞘
か
ら
（
土
日
□祝 
は
除

く
）
の
８
時
　
分
か
ら
　
時
　
分
ま

30

17

15

で
、市
役
所
課
税
課
、関
宿
支
所
、南
・

北
・
中
央
出
張
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
費
用
は
、１
枚
　
円
で
、納
税
義
務

300

者
な
ど（
借
地
・
借
家
人
を
除
く
）は
５

月
２
日
月
ま
で
無
料
で
す
。

◆
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　
４
月
１
日
鞘
か
ら
５
月
２
日
月
ま

固
定
資
産
課
税
台
帳
な
　

　
ど 
の
閲
覧
と
縦
覧

　
市
で
は
、
高
齢
者
が
要
介
護
状
態

な
ど
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
生
活
を
継
続
し
な
が
ら
、
日
常
生

活
圏
域
内
で
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
提

供
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
「
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
」
と
し
て
、
市
内
に
　16

の
事
業
所
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　
新
た
に
中
央
・
東
部
地
区
に
認
知
症

対
応
型
通
所
介
護
（
認
知
症
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
・
介
護
予
防
含
む
）の
事
業
所

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
し
ら
ゆ
り
桜
台
・
桜

台
　
 
２
☎
７
１
３
８
 
６
３
７

155
８
）を
３
月
１
日
に
指
定
し
ま
し
た
。

◆
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
（
認
知

症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
介
護
予
防
含
む
）

　
認
知
機
能
が
低
下
し
、
日
常
生
活

に
支
障
が
生
じ
て
い
る
要
介
護
者
や

要
支
援
者
に
、
入
浴
・
食
事
な
ど
の

介
護
や
日
常
生
活
上
の
世
話
、
機
能

訓
練
な
ど
を
提
供
す
る
在
宅
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

【
問
合
せ
】
高
齢
者
福
祉
課

－

－

 住
み
慣
れ
た
地
域
で

       介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

■ファミリー・サポート・センター案内図 　
市
で
は
、ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
を

支
援
す
る
た
め
、
平
成
　
年
に
策
定

14

し
た
「
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
総
合
対

策
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き
、自
立
支
援
教

育
訓
練
給
付
金
事
業
や
母
子
自
立
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
事
業
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、育
児
と
仕
事
の
両
立
を
支
援

し
よ
う
と
、会
員
同
士
が
育
児
を
助
け

合
う
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
」事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
同
事
業
で
は
、「
利
用
会
員
」が
、仕

事
の
都
合
や
急
な
用
事
な
ど
で
、
保

育
所
の
送
迎
や
一
時
的
な
保
育
を
依

頼
し
た
い
時
に
、「
提
供
会
員
」が
代
わ

っ
て
送
迎
や
保
育
を
行
い
ま
す
。

　
利
用
料
金
は
、
平
日
の
６
時
か
ら

　
時
ま
で
は
１
時
間
　
円
、
土
・
日
・

22

700

祝
日
と
年
末
年
始
は
　
円
（
子
ど
も

900

の
食
事
や
お
む
つ
代
な
ど
は
別
途
必

要
）で
、
利
用
で
き
る
方
は
、市
内
在

住
・
在
勤
で
、
６
か
月
か
ら
　
歳
ま

10

で
の
子
ど
も
が
い
る
方
で
す
。

事
前
に
入
会
説
明
会
へ
参
加
を

　
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
は
、あ
ら
か
じ

め
毎
月
開
催
し
て
い
る
入
会
説
明
会

へ
の
参
加
と
会
員
登
録
が
必
要
で
、

今
月
は
４
月
　
日
鍾
　
時
か
ら
正
午

12

10

ま
で
総
合
福
祉
会
館
で
行
い
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
同
セ
ン

タ
ー
☎
７
１
２
６
 
５
０
５
０
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

利
用
料
の
半
額
を
助
成

　
ま
た
、
４
月
か
ら
は
、
利
用
料
の

助
成
対
象
を
現
在
の
生
活
保
護
世
帯

と
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
加
え
、
ひ

と
り
親
家
庭
に
も
拡
大
し
ま
し
た
。

　
助
成
額
は
、利
用
料
の
２
分
の
１
、

上
限
は
月
額
３
万
円
で
、助
成
を
受
け

る
に
は
、会
員
証
を
持
参
の
う
え
児
童

家
庭
課
で
の
登
録
手
続
き
が
必
要
で
す
。

【
問
合
せ
】
児
童
家
庭
課

－

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

 ひ
と
り
親
家
　

　
庭 
も
助
成
対
象
に

４月１日か　
　ら 
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講
座
・
教
室

◆
ヨ
ガ
教
室
　
４
月
　
日
～
６
月

18

　
日
の
鉦
　
時
～
　
時
総
合
公
園

20

19

20

体
育
館
で
。全
　
回
。高
校
生
以

10

上
。先
着
　
人
。参
加
費
３
千
円
。

30

申
込
み
は
４
月
６
日
鐘
～
　
日
鉦

11

に
直
接
同
館
へ
。
問
同
館
☎
７
１

２
５
 
１
１
５
５

◆
保
健
セ
ン
タ
ー
で
保
健
栄
養
教

室
　
①
４
月
　
日
木
、②
５
月
　

28

30

日
鉦
、③
７
月
４
日
鉦
、④
９
月
７

日
鐘
、⑤
　
月
７
日
金
、⑥
　
月
　

10

11

21

日
鉦
の
全
６
回
。
①
⑤
は
９
時
　30

分
～
　
時
　
分
、②
③
④
⑥
は
　

13

30

13

時
　
分
～
　
時
　
分
。
健
康
な
食

30

16

30

生
活
を
広
め
る
食
生
活
改
善
推
進

員
を
養
成
。先
着
　
人（
す
で
に
教

30

室
修
了
済
み
の
方
は
受
講
不
可
）。

参
加
費
千
円
。
申
込
み
は
４
月
　15

日
金
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
☎
７
１

２
５
 
１
１
８
８
へ

――

◆
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
で
各
種

教
室
　
①
ス
リ
ム
ヨ
ガ
…
５
月
６

日
～
　
日
の
鞘
　
時
～
　
時
。全

27

14

15

４
回
。②
太
極
拳
体
験
…
５
月
　11

日
～
６
月
８
日
の
鐘
　
時
～
　

14

16

時
。全
５
回
。い
ず
れ
も
　
歳
以
上
。

20

　
人（
抽
選
）。費
用
は
①
の
み
千
　

30

500

円
。申
込
み
は
①
は
５
月
１
日
醤
、

②
は
５
月
６
日
鞘
ま
で
に
電
話
か

往
復
は
が
き（
住
所
・
氏
名
・
ふ
り
が

な
・
年
齢
・
☎
を
明
記
・
１
家
族
１

通
）で
〒
　
 
０
２
２
５
平
井
　

270

401

関
宿
総
合
公
園
体
育
館
☎
７
１
９

８
 
８
５
０
０
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
県
立
関
宿
城
博
物
館
で
各
種
イ

ベ
ン
ト
　
①
関
宿
城
将
棋
大
会
…

５
月
４
日
鐘（
大
人
の
部
）、
５
日

障（
子
ど
も
の
部
）９
時
か
ら
。
先

着
各
　
人
。い
ず
れ
も
食
事
付
き
。

64

②
自
然
観
察
～
草
笛
を
吹
こ
う
…

５
月
７
日
上
　
時
～
正
午
。
岩
槻

10

秀
明
氏（
同
館
展
示
協
力
員
）の
案

内
で
野
草
の
観
察
と
草
笛
作
り
。先

着
　
人
。参
加
費
　
円
。③
郷
土
食

20

100

講
座「
そ
ば
打
ち
」…
５
月
　
日
、６

15

月
　
日
、
７
月
　
日
の
醤
９
時
　

12

10

30

―

―

分
～
正
午
。全
３
回
。全
て
参
加
で

き
る
方
。先
着
　
人
。い
ず
れ
も
同

20

館
で
。
参
加
費
は
①
は
大
人
の
部

の
み
千
　
円
、②
は
　
円
、③
は
３

500

100

千
円
。
申
込
み
は
①
は
４
月
５
日

鍾
、②
は
４
月
７
日
障
、③
は
４
月

　
日
鞘
か
ら
同
館
☎
７
１
９
６
 

15１
４
０
０
へ

◆
４
月
の
保
育
所
の
園
庭
開
放
　

保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
び
、

親
子
で
保
育
体
験
。育
児
相
談
も
。

　
時
～
　
時
。
当
日
会
場
受
付
。

10

11

問
各
保
育
所

◆
３
歳
児
集
ま
れ
　
５
月
　
日
鐘

11

　
時
～
　
時
関
宿
南
部
幼
稚
園

10

11

で
。親
子
で
保
育
体
験
。育
児
相
談

も
。３
歳
の
子
と
親
。先
着
　
組
。申

10

込
み
は
４
月
５
日
鍾
～
　
日
鞘
に

15

同
園
☎
７
１
９
８
 
２
０
７
５
へ

募
集
・
そ
の
他

◆
交
通
安
全
推
進
隊（
交
通
安
全

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）　
通
学
路
で
の
街

頭
指
導
や
高
齢
者
の
自
宅
訪
問
な ―

―

ど
、小
学
校
区
な
ど
を
単
位
に
５
～

　
人
程
度
で
活
動
。　
歳
以
上

20

16

（
４
月
１
日
現
在
）で
月
１
回
以
上

参
加
で
き
る
方
。希
望
者
は
４
月
８

日
鞘
～
５
月
９
日
鉦
に
市
民
生
活

課
に
あ
る
応
募
用
紙
か
千
葉
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
応
募
。問
県
生
活
・

交
通
安
全
課
☎
　（
　
）２
２
６
３

043
223

◆
野
田
市
育
英
資
金
　
経
済
上
の

理
由
で
進
学
・
在
学
す
る
こ
と
が
困

難
な
大
学
生
か
専
修
学
校
生（
専
門

課
程
）。市
内
に
１
年
以
上
住
所
が

あ
る
方
。保
証
人
必
要
。　
人（
多

10

数
の
場
合
は
書
類
選
考
）。月
額
１

万
５
千
円
を
無
利
息
で
貸
与
。卒
業

後
５
年
以
内
に
返
済
。申
込
み
は
４

月
　
日
鞘
ま
で
に
学
校
教
育
課
へ

15
◆
ひ
と
り
親
家
庭
に
Ｊ
リ
ー
グ
観

戦
招
待
　
４
月
　
日
鐘
　
時
か
ら

20

19

日
立
柏
サ
ッ
カ
ー
場（
柏
市
）で
。

柏
レ
イ
ソ
ル
対
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

新
潟
戦
。
母
子
か
父
子
家
庭
の
　18

歳
未
満
の
子
と
親
。
６
組
　
人（
抽

12

選
）。申
込
み
は
４
月
　
日
鉦
必
着

11

で
往
復
は
が
き（
住
所
・
氏
名
・
☎
を

明
記
）で
〒
　
 
８
５
５
０
野
田
市

２７８

役
所
児
童
家
庭
課「
サ
ッ
カ
ー
Ｊ

リ
ー
グ
・
チ
ケ
ッ
ト
希
望
」担
当
へ

◆
危
険
物
取
扱
者
試
験
　
6
月
　12

日
醤
日
本
大
学
生
産
工
学
部
津
田

沼
校
舎（
習
志
野
市
）で
。試
験
科
目

は
甲
種
、乙
種
、丙
種
。申
込
み
は
消

―

共

保
育
所
名

福

田

清

水

木
間
ケ
瀬

古
布
内

東

部

花

輪

尾

崎

あ
た
ご

南

部
開
放
日

　
日
火

12　
日
火

12　
日
水

13　
日
水

13　
日
木

14　
日
木

28　
日
火

19　
日
水

20　
日
水

20　
日
木

21

電
　
　
話

☎
７
１
３
８
・
０
５
７
７

☎
７
１
２
２
・
５
０
５
０

☎
７
１
９
８
・
３
８
２
５

☎
７
１
９
６
・
１
８
８
０

☎
７
１
２
２
・
７
１
５
８

☎
７
１
２
２
・
１
７
７
０

☎
７
１
２
９
・
２
０
０
９

☎
７
１
２
２
・
２
６
７
３

☎
７
１
２
４
・
２
２
２
１

※
相
談
会
場
＝
□市 
…
市
役
所
／
□い 
…
い
ち
い
の
ホ
ー
ル

市
民
相
談
室
（
☎
７
１
２
５
 
１
１
１
１
代
表
）

◆
一
般
市
民
相
談
　
日
常
生
活
の
悩
み
ご
と
や
相
続
、
離
婚
な
ど

の
一
般
的
な
手
続
き
な
ど
。
簡
単
な
相
談
は
電
話
も
可

※
一
般
市
民
相
談
や
各
種
相
談
は
、
今
後
の
対
応
方
法
の
た
め
の

助
言
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

※
４
月
の
法
律
・
不
動
産
・
交
通
事
故
・
行
政
・
税
務
相
談
は
、

４
月
１
日
金
９
時
か
ら
電
話
で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
法
律
相
談
　
法
律
問
題
で
弁
護
士
に
相
談
し
た
い
と
き
。
た
だ

し
裁
判
で
訴
訟
、
調
停
中
の
も
の
は
不
可
。
□市 
＝
７
・
　
・
　
・

１２
15

　
・
　
日
。
□い 
＝
　
・
　
日
。
7
日
間
で
　
人

19
28

14
28

70

◆
不
動
産
相
談
　
土
地
や
建
物
の
取
引
な
ど
。
□市 
＝
　
日
。８
人

13

◆
交
通
事
故
相
談
　
相
談
員
研
修
の
た
め
、
今
月
の
相
談
は
あ
り

ま
せ
ん
。

◆
行
政
相
談
　
行
政
の
苦
情
や
要
望
な
ど
。□い 
＝
　
日
。□市 
＝
　
日
。

１３

１９

２
日
間
で
８
人

◆
税
務
相
談
　
相
続
税
・
贈
与
税
な
ど
。
□市 
＝
　
日
。
８
人

１５

人
権
施
策
推
進
課（
市
役
所
内
）

◆
人
権
相
談
　
人
権
問
題
で
の
悩
み
な
ど
。□市 
＝
７
・
　
・
　
日
。 

18
27

　
□い 
＝
　
日
。４
日
間
で
　
人
。電
話
予
約

21

16

児
童
家
庭
課

◆
家
庭
児
童
相
談
室
　
児
童
の
問
題
な
ど
。
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
17

◆
児
童
虐
待
相
談
電
話
「
子
ど
も
S
O
S
」
　
鉦
～
鞘
９
時
～
　17

時
。
時
間
外
、
上
・
醤
・
□祝 
は
留
守
番
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
。
☎
・

思
０
１
２
０
 
７
８
３
２
８
１

◆
母
子
・
父
子
家
庭
・
婦
人
相
談
　
母
子
、父
子
家
庭
、寡
婦
な
ど
。

鉦
～
障
９
時
～
　
時（
鞘
は
９
時
～
　
時
）

17

19

◆
母
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
事
業
　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
母
子
家
庭
の
母
。個
別
相
談（
要
予
約
）、就
労
の
た
め
の「
自

立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
作
成
。鉦
９
時
～
　
時
、鞘
９
時
～
　
時

17

19

職
業
相
談
室（
商
工
課
）

◆
無
料
職
業
紹
介
所
　
市
が
独
自
に
開
拓
し
た
求
人
情
報
の
提
供
。 

 □市 
２
階
＝
鉦
・
鐘
・
鞘
。□い 
４
階
＝
第
３
鍾
。い
ず
れ
も
９
時
～
　
時
17

◆
内
職
相
談
　
□市 
２
階
＝
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時
　
分

10

15

30

◆
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
の
だ（
問
合
せ
・
予
約
＝
商
工
課
／
会
場
＝
野
田

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
）　
個
別
相
談（
要
予
約
）、求
人
案
内
。

　
歳
未
満
の
方
か
そ
の
親
。　
日
鍾
　
時
～
　
時
。

35

26

10

16

青
少
年
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
５
 
２
６
３
９
）

◆
青
少
年
の
悩
み
事
相
談
　
年
末
年
始
を
除
く
毎
日
。９
時
～
　
時
16

　
分（
電
話
相
談
も
可
）

30

―

―

―

※
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

の
影
響
で
、
中
止
・
変
更
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
事
前
に
主
催
者
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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使
用
可
能
。
問
千
葉
地
方
法
務
局

総
務
課
☎
　（
　
）１
３
１
１

043
302

◆
都
市
再
生
整
備
計
画
の
事
後
評

価
　
４
月
１
日
鞘
か
ら
市
役
所
と

い
ち
い
の
ホ
ー
ル
の
行
政
資
料
コ

ー
ナ
ー
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
可
。
次
木
親
野
井
周
辺
と
梅
郷

駅
周
辺
地
区
。
問
道
路
建
設
課

◆
水
質
検
査
計
画
と
結
果
を
公
表

　
定
期
的
に
実
施
す
る
水
質
検
査

計
画
と
結
果
。
水
道
部
と
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
可
。
問
水
道
部

☎
７
１
２
４
 
５
１
４
６

文
化
財
・
史
跡
な
　

　
ど 

◆
新
た
に
２
件
を
市
指
定
文
化
財

へ
　
市
で
は
「
堤
台
 子
  育
  延
  命
  地
 

こ
 
そ
だ
て
 え
ん
 め
い
 
じ

 蔵
  尊
 の

ぞ
う
 そ
ん

 間
  引
 き
絵
馬
」を
平
成
　
年

ま
 
び

22

　
月
　
日
に
、「
関
宿
 台
  町
 の

だ
い
 ま
ち

 天
  王
 

て
ん
 
の
う

12

28

 祭
  礼
 」を
平
成
　
年
２
月
　
日
に
指

さ
い
 れ
い

23

25

定
。
問
社
会
教
育
課

―

館
、市
内
各
金
融
機
関
で
配
布
。問

収
税
課

◆
福
祉
カ
ー
の
貸
し
出
し
　
障
が

い
者（
児
）と
高
齢
者
の
社
会
参
加

促
進
の
た
め
に
、
車
い
す
対
応
リ

フ
ト
付
ワ
ゴ
ン
車「
ゆ
う
あ
い
号
」

と
車
い
す
対
応
ス
ロ
ー
プ
付
軽
自

動
車「
た
ん
ぽ
ぽ
」を
貸
し
出
し
。

無
料（
燃
料
費
は
自
己
負
担
）。運

転
手
な
し
。
問
社
会
福
祉
協
議
会

☎
７
１
２
４
 
３
９
３
９

◆
４
月
１
日
か
ら（
財
）興
風
会
が

公
益
財
団
法
人
に
　
東
葛
飾
地
域

ま
で
事
業
範
囲
を
広
げ
、地
域
社
会

の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
が
目
的
。

問（
財
）興
風
会
☎
７
１
２
２
 
２

１
９
１

◆
登
記
手
数
料
納
付
方
法
の
変
更

登
記
印
紙
の
廃
止
に
伴
い
、
４
月

１
日
か
ら
は
収
入
印
紙
で
納
付
。

手
持
ち
の
登
記
印
紙
は
引
き
続
き

―

―

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

防
本
部
予
防
課
、消
防
署
、
各
分
署

に
あ
る
願
書
を
４
月
５
日
鍾
～
　
日
13

鐘（
上
・
醤
を
除
く
）９
時
～
　
時
に

17

消
防
本
部
予
防
課
内
消
防
防
災
協

会
☎
７
１
２
４
 
０
１
１
４
へ

◆
国
税
専
門
官
試
験
　
６
月
　
日
12

醤（
第
１
次
試
験
）、
７
月
　
日
鍾

19

～
　
日
鍾
の
う
ち
指
定
さ
れ
た
日

26
（
第
２
次
試
験
）。申
込
方
法
や
受

付
期
間
な
ど
の
詳
細
は
柏
税
務
署

☎
７
１
４
６
 
２
３
２
１
へ

◆
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
熊
本
２
０
１

１
の
参
加
選
手
　
　
月
　
日
鞘
～

10

14

　
日
鍾
。　
歳
以
上
の
市
民（
４
月

18

60

１
日
現
在
）。
種
目
は
ゴ
ル
フ
、マ

ラ
ソ
ン（
距
離
別
）、ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
、ボ
ウ
リ
ン
グ
。書
類
選
考
あ
り
。

申
込
み
は
高
齢
者
福
祉
課
に
あ
る
申

込
書
を
４
月
　
日
鐘
～
５
月
　
日

20

31

鍾
に
同
課
へ
。問（
福
）千
葉
県
社
会

福
祉
協
議
会
☎
　（
　
）２
２
０
８

043
245

―
―

◆
保
育
所
の
臨
時
的
任
用
職
員
登

録
者
　
①
臨
時
保
育
士
＝
勤
務
時

間
は
８
時
　
分（
８
時
か
ら
も
可
）

30

～
　
時
の
う
ち
７
・
５
時
間
。要
保

17
育
士
資
格
。
②
昼
時
間
帯
勤
務
保

育
士
＝
　
時
～
　
時
の
う
ち
２
時

11

15

間
。
保
育
士
資
格
者
優
先
。
勤
務

場
所
は
市
内
保
育
所（
あ
た
ご
・
南

部
・
尾
崎
・
古
布
内
・
清
水
を
除
く
）。

有
給
休
暇
あ
り
。通
勤
手
当
支
給
。

①
は
社
会
保
険
加
入
。
問
保
育
課

◆
妊
婦
一
般
健
診
の
検
査
項
目
　

４
月
か
ら
歯
科
健
診
と
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ

 
１（
ヒ
ト
Ｔ
細
胞
白
血
病
ウ
イ
ル

ス
１
型
）抗
体
検
査
、ク
ラ
ミ
ジ
ア

検
査
を
追
加
。問
保
健
セ
ン
タ
ー
☎

７
１
２
５
 
１
１
８
８

◆
納
税
ご
よ
み
の
配
布
　
　
年
度

23

市
県
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
な

ど
の
納
期
限
を
記
載
。
市
役
所
収

税
課
や
支
所
、各
出
張
所
と
公
民

―

―

 市
税
な
ど
の
納
期（
４
月
）

頑
顔

眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼

　
５
月
２
日
鉦
ま
で
の
納
期
の
市

税
な
ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税（
１
期
）

４
月
　
日
鍾
ま
で
に
通
知
書
が
届

12

か
な
い
と
き
は
課
税
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。ま
た
、最
寄
り

の
金
融
機
関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
収
税
課
・
課
税
課

凶

　
骨
粗
鬆
症

　
日
本
は
、
男
女
と
も
平
均
寿
命
が
延
び
、
野
田

市
も
高
齢
者
の
割
合
が
急
速
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
寝
た
き
り
に
な
ら
ず
、
介
助
も
必
要

と
し
な
い
、
一
人
で
生
活
で
き
る
健
康
寿
命
が
延

び
て
こ
そ
喜
ぶ
べ
き
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
高
齢
者
は
、
運
動
機
能
を
つ
か
さ
ど
る
神
経
・

筋
肉
・
骨
も
弱
く
な
り
、
殊
に
女
性
は
、
閉
経
後

に
ホ
ル
モ
ン
の
関
係
で
骨
量
が
減
少
し
ま
す
。

　
骨
量
の
低
下
と
骨
組
成
の
劣
化
し
た
状
態
が
 骨
 
こ
つ

 粗
  鬆
  症
 で
す
。
腰
痛
・
背
部
痛
が
続
き
、
歩
い
て

そ
 
し
ょ
う
 し
ょ
う

い
て
も
つ
ま
ず
き
や
す
く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
外
傷

で
も
容
易
に
骨
折
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
骨
量
は
、医
院
で
簡
単
に
測
定
で
き
ま
す
の
で
、

特
に
閉
経
後
の
女
性
の
方
に
は
お
薦
め
し
ま
す
。

　
ま
た
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
含
む
食
物
を
摂
取

し
、
運
動
習
慣
を
身
に
付
け
て
、
医
師
の
指
示
に

従
っ
て
骨
量
増
加
に
努
め
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す

よ
う
努
力
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
（
K
・
K
）

ひ
ば
り
教
育
相
談（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
５
 
８
０
８
８
）

◆
教
育
相
談
　
学
校
生
活
の
悩
み
や
不
登
校
な
ど
。
青
少
年
セ
ン

タ
ー
＝
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
　
分（
電
話
・
面
談
・
訪
問
）

16

30

ひ
ま
わ
り
相
談（
野
田
幼
稚
園
☎
７
１
２
２
 
２
４
５
０
・
関
宿
南

部
幼
稚
園
☎
７
１
９
８
 
２
０
７
５
）

◆
教
育
相
談
　
発
達
・
子
育
て
で
心
配
な
こ
と
な
ど
。野
田
幼
稚
園

＝
第
２
・
４
障
、
関
宿
南
部
幼
稚
園
＝
第
１
・
３
障
。
い
ず
れ
も

　
時
～
　
時
　
分
。
電
話
予
約（
　
時
～
　
時
　
分
）

10

14

30

14

17

15

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
３
 
１
０
８
４
）

◆
消
費
生
活
相
談
　
購
入
し
た
品
物
の
苦
情
や
問
合
せ
、
架
空
請

求
・
多
重
債
務
相
談
な
ど
。
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時

10

16

男
女
共
同
参
画
課（
市
役
所
内
）

◆
女
性
の
た
め
の
相
談
　
□市 
５
階
＝
第
１
～
４
障
。
野
田
公
民
館

（
欅
の
ホ
ー
ル
３
階
）＝
第
２
上
。
い
ず
れ
も
　
時
～
　
時
。
電

10

16

話
予
約（
電
話
相
談
も
可
）

社
会
福
祉
課（
市
役
所
内
）

◆
障
が
い
者
総
合
相
談
・
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
　
障
が
い
者
の
相
談

か
ら
就
労
支
援
ま
で
　
□市 
１
階
＝
鉦
～
鞘
８
時
　
分
～
　
時
　
分

30

17

15

◆
専
門
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
　
分
～
　
時
…
発
達
教
育（
４
・
　

13

30

16

１８

日
）、生
活
療
育（
７
日
）、就
労
者
生
活（
　
日
）、こ
こ
ろ
の
生
活

２１

（
　
日
）、生
活
支
援（
　
日
）。
電
話
予
約

２６

２８

◆
当
事
者
・
関
係
者
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
～
正
午
…
視
覚
障
が
い

10

者（
５
日
）、知
的
障
が
い
者（
６
日
）、ろ
う
あ
者（
　
日
）／
　
時

１９

13

　
分
～
　
時
　
分
…
聴
覚
障
が
い
者（
５
日
）、身
体
障
が
い
者（
６

30

15

30

日
）、精
神
障
が
い
者（
　
日
）。
電
話
予
約

１９

あ
さ
ひ
育
成
園（
☎
７
１
２
２
 
７
１
５
９
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
身
体
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
１
・
３

障
　
時
～
　
時
。電
話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

15

17

16

17

こ
だ
ま
学
園（
☎
７
１
２
２
 
２
９
１
６
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
知
的
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
１
・
３

鍾
　
時
～
　
時（
希
望
で
第
４
鍾
　
時
～
　
時
に
集
団
療
育
）。電

15

17

14

16

話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

16

17

法
人
や
団
体
な
ど
が
定
期
的
に
開
催
す
る
相
談

◆
心
配
ご
と
相
談
　
日
常
生
活
の
中
で
の
悩
み
や
困
り
ご
と
な
ど
。

総
合
福
祉
会
館
＝
毎
週
鍾
・
第
１
鞘
　
時
～
　
時
。
問
社
会
福

13

16

祉
協
議
会
☎
７
１
２
４
 
３
９
３
９

◆
行
政
書
士
無
料
相
談
　
遺
言
や
相
続
、後
見
な
ど
。　
日
鞘
　
時

15

13

～
　
時
。
欅
の
ホ
ー
ル
４
階
第
一
集
会
室
。
事
前
に
問
合
せ
先

16
に
電
話
予
約
。問
千
葉
県
行
政
書
士
会
東
葛
支
部
・
伊
佐
☎
７
１

２
９
 
０
８
０
３

◆
登
記
無
料
相
談
　
相
続
登
記
や
土
地
建
物
登
記
な
ど
。　
日
鍾

12

９
時
　
分
～
　
時
　
分
。
□市 
市
民
相
談
室
。
前
日
ま
で
に
問
合

30

15

30

せ
先
に
電
話
予
約
。
問
野
田
地
区
司
法
書
士
会
、
土
地
家
屋
調

査
士
会
・
林
☎
７
１
２
８
 
０
０
６
１

―

―

―

―

―

―
―

―

―

◎
訂
正
と
お
詫
び
…
市
報
３
月
　
日
号
と
同
時
に
配
布
し
ま
し
た「
ま
め
バ
ス
ル
ー
ト
図
・
時
刻
表
」の
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
中
ル
ー
ト（
右
回
り
・
平
日
）終
点
欄
の「
小
山
経
由
」

１５

「
木
野
崎
経
由
」の
記
載
が
、
正
し
く
は「
小
山
経
由
」が「
木
野
崎
経
由
」、「
木
野
崎
経
由
」が「
小
山
経
由
」で
す
。な
お
、運
行
時
間
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。



　
月
見
が
原
の
シ
ラ
カ
バ
林
の
奥

に
は
、
古
い
山
小
屋
の
レ
ス
ト
ラ

ン
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
の
コ
ッ
ク

さ
ん
と
不
思
議
な
お
客
さ
ん
と
の

出
会
い
が
季
節
ご
と
に
生
み
出
す
、

心
温
ま
る
お
い
し
い
お
料
理
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
。

New Books
せきやど図書館の推せん図書

　
誰
も
が
知
っ
て
い
る
名
作
ア
ニ

メ
の
名
場
面
や
モ
チ
ー
フ
と
な
っ

た
土
地
を
美
し
い
写
真
と
と
も
に

紹
介
し
て
い
ま
す
。
ス
ト
ー
リ
ー

を
思
い
出
し
な
が
ら
、
懐
か
し
い

あ
の
ア
ニ
メ
の
世
界
へ
出
掛
け
ま

し
ょ
う
。

「つるばら村の
　　　レストラン」
茂市久美子・著
講談社

講
座
・
教
室

◆
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
　
４
月
　
日
日
　
時
～
正

17

10

午
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。
母
の

日
用
の
壁
掛
け
ア
レ
ン
ジ
作
成
。
先

着
　
人
。材
料
費
３
千
円
。申
込
み
は

15
４
月
６
日
鐘
～
　
日
鐘
に
柴
田
☎
　

13

080

 
５
６
４
９
 
１
６
３
４
へ

◆
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
勉
強
会
　

４
月
　
日
日
　
時
～
　
時
ア
ミ
ュ
ゼ

17

13

16

柏（
柏
市
）で
。「
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ

ー
の
植
え
込
み
手
術
」が
テ
ー
マ
。資

料
代
千
円
。当
日
会
場
受
付
。
問
日

本
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
友
の
会
千

葉
県
支
部
☎
　（
　
）７
７
４
４

043
263

◆
エ
ッ
グ
ポ
マ
ン
ダ
ー
作
り
　
４
月

　
日
鉦
　
時
　
分
～
　
時
　
分
南
コ

18

10

10

11

30

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。
卵
の
殻
で
香

り
の
置
き
物
を
作
る
。先
着
　
人
。材

10

料
費
千
　
円
。
申
込
み
は
４
月
５
日

500

鍾
～
　
日
醤
に
足
立
☎
　
 
６
１
１

17

090

－

－

－

３
 
３
１
３
０
へ

◆
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
を
楽
し
む
会
　

４
月
　
日
障
　
時
～
　
時
　
分
、　

21

10

11

30

13

時
～
　
時
　
分
南
部
梅
郷
公
民
館

14

30

で
。ア
ロ
マ
マ
ッ
サ
ー
ジ
オ
イ
ル
の
作

成
。各
回
先
着
　
人
。材
料
費
２
千

12

円
。
申
込
み
は
４
月
５
日
鍾
か
ら
岩

井
☎
　
 
２
３
３
３
 
４
５
５
６
へ

080

◆
初
級
朗
読（
音
訳
）講
座
　
５
月
　17

日
～
７
月
　
日（
基
礎
編
）と
９
月
６

12

日
～
　
月
　
日（
実
践
編
）の
鍾
　
時

10

11

13

～
　
時
　
分
総
合
福
祉
会
館
で
。全

15

30

　
回
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
で
き

15る
方
。
先
着
　
人
。受
講
料
千
円
。
申

20

込
み
は
４
月
５
日
鍾
～
　
日
上
に
中

30

島
☎
７
１
２
２
 
１
８
３
５
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
ゆ
う
＆
み
い
で
イ
ベ
ン
ト
　
①
お

－

－

－

－

し
ゃ
べ
り
会
…
４
月
７
日
障
　
時
　

10

30

分
～
　
時
　
分
。
②
育
児
の
日
…
４

11

30

月
　
日
鍾
　
時
～
　
時
　
分
。
③
育

12

10

11

30

児
相
談
日
…
４
月
　
日
鉦
　
時
　
分

25

10

30

～
　
時
　
分
。
④
み
ん
な
で
お
弁
当

11

30

を
食
べ
よ
う
…
４
月
　
日
障
　
時
～

28

10

　
時
い
ず
れ
も
ゆ
う
＆
み
い
チ
ャ
イ

13ル
ド
館
で
。費
用
　
円
。①
③
④
は
０

50

歳
～
３
歳
の
子
と
親
。④
は
弁
当
持
参
。

①
②
は
当
日
会
場
受
付
、
③
④
は
先

着
５
組
で
申
込
み
は
４
月
５
日
鍾
か

ら
 
ゆ
う
＆
み
い
☎
７
１
２
４
 
１

３
６
７
へ

◆
野
田
写
友
会
写
真
展
　
４
月
　
日
11

鉦
～
　
日
鉦
９
時
～
　
時（
初
日
は

18

17

正
午
か
ら
、最
終
日
は
　
時
ま
で
）市

15

役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。
全

紙
サ
イ
ズ
　
点
。
問
堀
越
☎
７
１
２

25

４
 
８
４
５
１

－

－

◆
千
葉
県
書
作
家
連
盟
展
　
４
月
　13

日
鐘
～
　
日
醤
　
時
～
　
時
さ
わ
や

17

10

16

か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ（
柏
市
）で
。
書

作
品
約
　
点
。
問
岡
田
☎
７
１
３
８

150

 
３
５
８
０

◆
さ
く
ら
そ
う
展
示
会
　
４
月
　
日
15

鞘
～
　
日
醤
９
時
～
　
時（
最
終
日

17

17

は
　
時
ま
で
）興
風
会
館
で
。約
　
鉢
。

15

300

問
 茂
  田
  井
 ☎
７
１
２
５
 
２
０
６
４

も
 
た
 
い

◆
押
し
花「
野
の
花
工
房
」教
室
展
　

４
月
　
日
鞘
～
　
日
醤
　
時
～
　
時

15

17

10

16

野
田
公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。約
　30

点
。問
増
田
☎
７
１
２
４
 
４
０
６
１

◆
利
根
運
河
に
春
の
野
草
を
訪
ね
て

　
４
月
　
日
上
９
時
運
河
駅
集
合
、

16

　
時
　
分
解
散
予
定
。
カ
ン
ト
ウ
タ

13

30

ン
ポ
ポ
や
ノ
ア
ザ
ミ
な
ど
を
観
察
。

参
加
費
　
円
。
筆
記
用
具
、昼
食
持

200

参
。当
日
集
合
場
所
へ
。問
柳
沢
☎
７

－

－－

「名作アニメの風景50」
ピエ・ブックス

協

拶７１２３-７６１１
拶７１２５-７９８１
拶７１２９-８８１１
拶７１９８-４９４６

興風図書館
南 図 書 館
北 図 書 館
せきやど図書館

※
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

の
影
響
で
、
中
止
・
変
更
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
事
前
に
主
催
者
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

中之島公園のコブシ

失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

　県立関宿城博物館の入口付近から
江戸川高水路上の歩道橋を進むと、
中之島公園に渡れます。園内には、
高さ約１１メートル、樹径約３.５メート
ルもある関東最大級のコブシの木が、
例年３月下旬から４月初旬にかけて、
真っ白な大きな花を咲かせ、憩いを
求めて訪れる人たちを出迎えます。 

　コブシは、同館によれば昭和初期に
同公園の整備時に移植されたそうで、
樹齢が約１００年近くといわれていま
す。なお、開花情報は同館のホームペ
ージで確認できます。
＜アクセス＞まめバス「関宿城ルート・関宿城
博物館」下車徒歩約５分※ただし、土・日・祝日
は運休のため朝日バスをご利用ください
＜問合せ＞県立関宿城博物館☎７１９６－１４００

花の隙間からは関宿城博物館も



失
失
失
失
失
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失
失
失
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失
失
失
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失
失
失
失
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失
失
失
失
失
失
失
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失
失
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失
失
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失
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失
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失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

   　

１
２
４
 
９
１
４
５

◆
清
水
公
園
探
鳥
会
　
４
月
　
日
日

17

７
時
　
分
清
水
公
園
駅
西
口
集
合
。

30

　
時
　
分
解
散
。小
学
生
以
上（
小
学

10

30

生
は
保
護
者
同
伴
）。参
加
費
　
円
。

200

双
眼
鏡
と
筆
記
用
具
持
参
。申
込
み
は

田
中
☎
７
１
２
３
 
２
８
１
３（
　18

時
以
降
）へ

◆
写
遊
の
つ
ど
い
写
真
展
　
４
月
　19

日
鍾
～
　
日
鍾
９
時
～
　
時（
初
日

26

17

は
正
午
か
ら
、最
終
日
は
　
時
ま
で
）

16

市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。全

紙
や
半
切
約
　
点
。
問
間
中
☎
　
 

50

090

５
４
９
５
 
５
８
２
４

◆
春
季
俳
句
大
会
　
４
月
　
日
日
　

24

10

時
か
ら
興
風
会
館
で
。　
時
ま
で
に
当

11

季
雑
詠
２
句
持
参
。当
日
席
題
１
句
。

－

－

－

－

参
加
費
千
円
。当
日
会
場
受
付
。来
場

で
き
な
い
方
は
４
月
　
日
鞘
消
印
有

15

効
で
所
定
用
紙
と
参
加
費
を
〒
　
 
０

278

０
３
７
野
田
　
野
田
俳
句
連
盟
・
松
澤

665

へ
。問
倉
岡
☎
７
１
２
４
 
２
１
３
０

募
　
集

◆
さ
つ
き
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
　
５

月
３
日
鍾
　
時
～
　
時
文
化
セ
ン
タ

10

15

ー
駐
車
場
で
。
先
着
　
区
画
（
１
区

70

画
千
円
）。申
込
み
は
４
月
５
日
鍾
～

　
日
鐘
に
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス（
住
所

20・
氏
名
・
☎
・
出
店
品
目
を
明
記
）で
〒

　
 
０
０
３
７
野
田
　
 
１
 
野
田

278

760

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
思
７
１
２

４
 
４
９
３
９
へ
。
問
布
目
☎
　
 
090 －

－

－

－

－

－

７
８
２
２
 
８
５
１
２

相
　
談

◆
労
災
な
ん
で
も
相
談
会
　
４
月
　30

日
上
　
時
～
　
時
千
葉
市
中
央
コ
ミ

13

16

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
。
弁
護
士
や

社
会
保
険
労
務
士
な
ど
が
対
応
。
当

日
会
場
受
付
。
問
千
葉
中
央
法
律
事

務
所
☎
　（
　
）４
５
６
７

043
225

◆
野
田
失
語
症
訓
練
・
相
談
会
　
５

月
９
日
鉦
　
時
　
分
～
　
時
　
分
中

13

30

15

30

央
公
民
館
で
。失
語
症
の
本
人
と
家
族
。

当
日
会
場
受
付
。
問
成
瀬
☎
７
１
２

９
 
１
６
５
５

会
員
募
集

◎
サ
ー
ク
ル
名（
活
動
内
容
）・
活
動
予

－

－

定
日
時
・
活
動
予
定
場
所
・
募
集
対
象

（
な
い
も
の
は
初
心
者
、老
若
男
女
問
わ

ず
）・
会
費
（
月
は
月
会
費
、
○年 
は
年
会

費
、
○入 
は
入
会
金
）・
連
絡
先

◆
関
宿
太
極
拳
サ
ー
ク
ル
　
毎
週
鍾

　
時
～
　
時
関
宿
中
央
公
民
館
で
。

19

21

無
料
体
験
あ
り
。中
学
生
以
上
。月
２

千
円
。菅
原
☎
７
１
９
８
 
１
７
７
１

◆
野
田
Ｄ
Ｓ
Ｃ（
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
）　
毎
月
第
１
・
３
上
　
時
～

19

　
時
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。

21　
代
～
　
代
。各
回
　
円
。小
口
☎
　

10

40

500

090

 
６
６
５
５
 
２
４
６
６

◆
ヤ
ン
グ
囲
碁
サ
ー
ク
ル
　
毎
週
障

　
時
～
　
時
中
央
公
民
館
で
。
初
心

17

19

者
～
上
級
者
。小
学
生
。○年 
千
円
。
佐

澤
☎
７
１
２
４
 
８
６
０
６

－

－

－

－

◆
遊
ａ
ｎ
ｄ
愛
ダ
ン
ス
フ
ァ
ミ
リ
ー

（
社
交
ダ
ン
ス
）　
毎
週
鞘
　
時
～
　

19

21

時
、毎
週
上
　
時
～
　
時
中
央
コ
ミ

16

18

ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。月
３
千
円
。倉
持

☎
　
 
６
４
７
１
 
９
１
３
２

090
◆
 蓮
  蔵
 切
り
絵
教
室
　
毎
月
第
１
・

れ
ん
 ぞ
う

３
鍾
　
時
～
　
時
谷
吉
会
館
で
。切

13

16

り
絵
や
彫
り
絵
。月
３
千
円
。○入 
５
千

円
。
片
岡
☎
７
１
２
９
 
７
３
６
２

◆
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
　
毎
週
鐘
　
時
～

10

　
時
　
分
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
。

11

30

初
心
者
。月
３
千
円
。山
﨑
☎
　
 
６

090

０
４
２
 
８
８
３
６

◆
 緑
  豊
 会（
民
族
舞
踊
・
民
謡
）　
毎

り
ょ
く
 と
よ

週
鐘
　
時
～
　
時
欅
の
ホ
ー
ル
で
。

18

20

初
心
者
可
。月
２
千
円
。金
子
☎
７
１

０
３
 
６
４
２
８

－

－

－

－

－

－

匡

【
問
題
】マ
ス
目
の
中
に
言
葉
を
埋
め
、

二
重
ワ
ク
の
中
の
文
字
を
Ａ
か
ら
Ｅ

の
順
に
並
べ
て
答
え
を
作
っ
て
く
だ

さ
い
。
ヒ
ン
ト
＝
市
役
所
も
４
月
か

ら
始
ま
り
ま
す
。（
出
題
＝
秘
書
広
報

課
・
参
考
＝
大
辞
林
）。

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
布
施
明
の「
―
―
の
か
ほ
り
」。
③

北
海
道
で
見
ら
れ
る
イ
ヌ
科
の
動

物
。
⑤
太
陽
か
ら
数
え
て
６
番
目
の

惑
星
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

②
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
に
あ
る「
―
―

名
人
記
念
館
」。
④
漢
字
で「
蜘
蛛
」。

⑤
ア
ン
パ
ン
マ
ン
に
登
場
し
ま
す
。

⑥
緊
張
し
ま
す
。
⑦
ム
ギ
も
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
も
こ
の
分
類
で
す
。

【
応
募
方
法
】官
製
は
が
き
に
４
月
　１５

日
金
必
着
で
、答
え（
ひ
ら
が
な
で
も

カ
タ
カ
ナ
で
も
可
）、郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、市
報
に
対
す

る
ご
意
見
を
明
記
し
、〒
　
―
8
5
5

２７８

0
野
田
市
役
所
秘
書
広
報
課「
の
だ
っ

こ
ク
イ
ズ
」係
ま
で
。正
解
者
の
中
か

ら
抽
選
で
５
名
様
に「
図
書
カ
ー
ド
」

を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

　
正
解
と
当
選
者
は
５
月
１
日
号
で

発
表
し
ま
す
。
な
お
、当
選
者
の
方
は

氏
名
を
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

   斉藤 弘  汰 くん ・斉藤ことのちゃん  
こう た

 （１５.６.６生・左）　 （２０.４.１１生・右）　
　　　　斉藤すずのちゃん

（２３.１.７生・中央）

◎
市
報
の
だ
に
お
子
さ
ん
の
写
真
を
…「
わ
ん
ぱ
く
登
場
」や
「
わ
が
家

の
天
使
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
。
事
前
に
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
へ

◎
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
当
選
者
…
３
月
１
日
号
の
正
解
は「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」で
し
た
。　
人
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選

５４

の
結
果
、
当
選
者
は
小
川
民
江
様
、
設
楽
恵
様
、
遠
山
麗
子
様
、
中
村
博
様
、
三
輪
絵
里
子
様（
五
十
音
順
）で
す
。

伊東 優  輝 くん 
ゆう き

（２２.５.２７生） 



市の鳥市の花

ひばりつつじ

市報のだ　第１０８９号　平成２３年４月１日号／発行＝野田市（〒２７８－８５５０　野田市鶴奉７番地の１・☎◯０４ ７１２５－１１１１）／編集＝企画財政部秘書広報課

　急病センター ☎７１２５－１１８８ ▼内科・小児科＝１９時～２２時（毎日）

▼歯科診療＝９時～１２時（休日）

市の木

けやき

人口と世帯（２３.３.１現在）●人口＝１５７,１０６人（－８９）　男＝７８,９７３人（－３５）　女＝７８,１３３人（－５４）●世帯数＝６１,８８４世帯（－１８）　●市の面積＝１０３.５４㎢

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

※休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４－７２７２：コード６１０１）、または野田市ホームページ
（http://www.city.noda.chiba.jp/kurashi/０４-０１-０１.html）で確認をしてください。

休日当番医での診療時間
外科・産婦人科＝９時～２２時（ただし１６時～１９時は除く）
内科＝９時～１６時（１９時～２２時は急病センターで行います）

産婦人科内　　科外　　科日（曜日）

川間太田産婦人科医院（☎７１２７－１１３５）奥野循環器科クリニック（☎７１２３－７７１１）小張総合病院（☎７１２４－６６６６）３日（日）

小張総合病院（☎７１２４－６６６６）野田南部診療所（☎７１２１－０１７１）野田中央病院（☎７１２２－６１６１）１０日（日）

アイレディ－スクリニック（☎７１３７－７６６１）新村医院（☎７１３８－２１０３）東葛クリニック野田（☎７１２４－３１０１）１７日（日）

遠藤産婦人科医院（☎７１２４－７８６０）丹保医院（☎７１２９－３５５７）須藤整形外科（☎７１２２－１２２１）２４日（日）

杉崎クリニック（☎７１２５－１０７０）小澤医院（☎７１２２－３９８０）キッコーマン総合病院（☎７１２３－５９１１）２９日（金）

歌
人
・
米
川
千
嘉
子
③

    本
格
的
に

　
　
　
　
短
歌
の
道
を

第１歌集「夏空の 櫂 」出版記念会（写真右から馬場
かい

あき子さん、米川さん、坂井さん、岩田正さん）

　
短
歌
を
初
め
て
６
年
目
に
な

っ
た
昭
和
　（
１
９
８
５
）年
、

60

「
 夏
  樫
 の
 素
  描
 」で“
短
歌
界
の

な
つ
 か
し
 

そ
 び
ょ
う

芥
川
賞
”
と
言
わ
れ
る
第
　
回
31

角
川
短
歌
賞
を
受
賞
し
た
歌
人

の
米
川
千
嘉
子
さ
ん
。

　
し
か
し
、
そ
の
時
は
ま
だ
、

プ
ロ
の
歌
人
と
し
て
の
道
を
進

む
意
志
は
な
く
、
県
立
高
校
の

国
語
科
の
教
諭
と
し
て
教
壇
に

立
っ
て
い
ま
し
た
。

　
翌
　
（
１
９
８
６
）
年
３
月
、

61

米
川
さ
ん
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

研
究
者
で
あ
り
、
歌
人
で
も
あ

る
坂
井
修
一
さ
ん
と
結
婚
さ
れ
、

平
成
２（
１
９
９
０
）年
４
月
、

お
子
さ
ん
が
産
ま
れ
ま
す
。

　
坂
井
さ
ん
は
、
米
川
さ
ん
と

同
じ
短
歌
結
社
「
か
り
ん
」
の

会
員
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
「
教
職
は
、
大
変
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
で
、
生
徒
た
ち
と

過
ご
す
時
間
も
と
て
も
充
実
し

て
い
ま
し
た
ね
。
し
か
し
出
産

後
、
教
壇
に
戻
る
こ
と
も
考
え

て
い
ま
し
た
が
、
短
歌
を
趣
味

以
上
の
も
の
と
す
る
に
は
、
教

職
と
育
児
と
の
三
本
柱
で
は
無

理
だ
と
悩
ん
で
い
ま
し
た
」

と
米
川
さ
ん
は
当
時
を
振

り
返
り
ま
す
。

　
ま
た
、
お
子
さ
ん
が
産

ま
れ
た
こ
ろ
、
米
川
さ
ん

は
こ
ん
な
歌
を
詠
ん
で
い

ま
す
。

　
『
み
ど
り
子
の
甘
き
肉

借
り
て
笑
む
者
は
夜
の
淵

に
わ
れ
の
来
歴
を
問
ふ
』

（
甘
い
よ
い
香
り
の
す
る

 嬰
  児
 は
、
か
ぎ
り
な
く
笑

え
い
 じ

み
な
が
ら
、
実
は
母
で
あ

る
私
に
「
お
前
は
何
者
か
」
と

問
う
て
い
る
の
だ
）。

　
ほ
か
に
も
、
お
子
さ
ん
を
詠

ん
だ
歌
は
あ
り
ま
す
が
、
歌
人

と
し
て
客
観
的
に
詠
み
な
が
ら

も
、
一
人
の
母
親
と
し
て
息
子

さ
ん
に
注
ぐ
深
い
愛
情
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　
『
林
間
コ
ー
ス
息
子
と
し
ん

し
ん
滑
り
ゆ
く
　
も
う
す
ぐ
来

る
ま
つ
さ
ら
な
岐
れ
道
』（
息
子

と
一
緒
に
暮
ら
し
て
き
た
日
々

も
ま
も
な
く
終
わ
る
巣
立
ち
の

日
も
近
い
）

　
『
ス
キ
ー
の
宿
に
息
子
寝
か

せ
て
夫
は
言
ふ
人
生
き
る
す
さ

ま
じ
き
競
争
の
こ
と
』（
ス
キ
ー

を
楽
し
み
安
ら
か
な
顔
で
寝
て

い
る
息
子
の
横
で
生
き
る
厳
し

さ
を
夫
が
語
る
）

　
『
息
子
は
息
子
の
人
生
生
き

て
勉
強
せ
よ
わ
た
し
は
今
宵
参

禅
に
行
く
』（
自
分
自
身
の
道
を

し
っ
か
り
と
歩
ん
で
い
け
私
は

私
の
道
を
行
く
）

　
産
休
が
明
け
て
同
３（
１
９
９

１
）年
３
月
、夫
が
１
年
間
ア
メ

リ
カ
へ
留
学
す
る
こ
と
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、思
い
切
っ
て
教
職

を
辞
め
、家
族
そ
ろ
っ
て
留
学
先

の
ボ
ス
ト
ン
に
住
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
（
次
号
へ
つ
づ
く
）

▼
こ
の
た
び
の
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
で
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ま
に
は
、心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。３
月
　
日
11

午
後
２
時
　
分
、野
田
市
で

46

は
震
度
５
強
を
記
録
し
、何
の

前
触
れ
も
な
い
突
然
の
出
来

事
に
、あ
ら
た
め
て
自
然
に
対

し
て
畏
怖
の
念
を
抱
き
ま
し

た
▼
と
同
時
に
、地
震
の
直
後

か
ら
、テ
レ
ビ
や
新
聞
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
震
災
に

関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
連
日
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
▼
野
田
市

で
も
、市
民
の
皆
さ
ん
に
必
要

な
情
報
を
収
集
し
、ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
ま
め
メ
ー
ル
で
お
知

ら
せ
し
て
き
ま
し
た
。今
後
も

必
要
な
情
報
を
正
確
か
つ
迅

速
に
提
供
し
て
い
き
ま
す（
こ
）


